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第４章 景観チェックシート 

 

市では，景観の基本計画を作成するに当たっての参考資料として，設計者用の景観チ

ェックシートを「景観資源」及び「景観類型（市の特性による面的区分，市の個性を彩

る景観軸・拠点）」ごとに作成しています。 

「景観資源」シートには，計画地の周辺のまち歩き調査で把握した身近な景観資源の

特性及び設計上配慮又は工夫した内容を記入していただく欄を設けています。 

「景観類型」シートには，景観類型別の景観形成方針，景観上の配慮事項，具体的な

配慮の内容及び景観形成基準を明記しており，それらを踏まえて，設計者に設計内容の

評価及び配慮又は工夫の内容を記入していただく欄を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できる限り景観上の配慮事項を当該計画に取り入れていただければ，『“鈴鹿らしさ”

を次の世代に伝える景観づくり』へ繋がっていくものと考えています。 

一般住宅や小規模な店舗等の建築行為等を検討されている方は，景観法の届出対象行

為には当たりませんが，景観の基本計画の段階から，景観チェックシートを活用し，当

該計画の内容が景観上の配慮がなされているか否かを確認することをお奨めします。 

大規模な商業施設・工場・共同住宅等の建築行為等を検討されている方は，景観法の

届出が必要となりますことから，景観の基本計画の段階から条例に基づく事前相談を行

う必要があります。計画段階から景観チェックシートを活用し，景観形成基準に適合し

た計画になるよう当該計画を作成していただきますようお願いします。 

条例に基づく事前相談において，届出者と市との間で，景観チェックシートの内容を

確認し，協議調整を図りながら，景観形成基準（協議事項）の内容が当該計画に反映で

きるよう努めていただきたいと考えています。 

 

※景観法の届出の対象行為及び届出の流れについては，「第５章 景観法の届出制度の解

説」に詳述していますので，確認してください。 

■景観チェックシート 

景観資源シート 

全類型共通 

景観類型シート（面的区分） 

鈴鹿山脈及び山麓，丘陵地， 

平野部水田地，里山水田地， 

住宅地，商業地，工業地 

景観類型シート（景観軸・拠点） 

河川，海岸，幹線道路，駅前商業地，

歴史的・文化的景観資源，眺望景観 

＋ ＋ 

※該当する場合のみ作成 

建築物・工作物  ：P.56～ 

土地の形質の変更等：P.100～ 

 

建築物・工作物  ：P.91～ 

土地の形質の変更等：P.105～ 

 

P.55 

※該当する類型のものを作成 
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■
景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
資
源
シ
ー
ト
）

 
※
全
類
型
共
通

 

届
出
者
氏
名
 

 
行
為
の
種
類

 
 

行
為
の
場
所
 

 
届
出
対
象
行
為

 
有
り
 
・
 
無
し
 

 ＜
計
画
地
の
周
辺
の
景
観
資
源
の
把
握
＞
 

○
鈴
鹿
ら
し
い
景
観
形
成
を
考
え
る
際
に
留
意
す
べ
き
事
項
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
，
計
画
地
の
周
辺
に
身
近
な
自
然
的
景
観
資
源
や
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
等
の
特
徴
的
な
も
の
が
あ
れ
ば
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

 

〇
計
画
地
の
周
辺
の
ま
ち
歩
き
に
よ
る
景
観
資
源
の
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
例
え
ば
，
計
画
地
の
周
辺
半
径

1
5

0
～

2
0

0
ｍ
の
範
囲
に
あ
る
景
観
資
源
を
抽
出
し
，
そ
の
特
性
に
つ
い
て
記
入
し
，
そ
の
位
置
を
地
図
に
明
示
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
）

 

位
 
置

 
景
観
資
源
の
種
類

 
景
観
資
源
の
特
性

 
景
観
資
源
に
設
計
上
配
慮
又
は
工
夫
し
た
内
容

 

例
①

 
樹
姿
・
樹
勢
の

 

優
れ
た
樹
木

 

推
定
樹
齢
が

1
0

0
年
を
超
え
る
巨
木
が
あ
る
。
こ
の
地
域
の
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

 
こ
の
巨
木
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
に
，
建
築
物
の
高
さ
を
抑
え
，
色
彩
に
配

慮
し
た
。

 

 
 

 
 

○
上
記
の
景
観
資
源
に
配
慮
又
は
工
夫
し
て
景
観
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
景
観
資
源
に
設
計
上
配
慮
又
は
工
夫
し
た
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 

  

景
観
資
源
の
種
類

 
具
体
的
な
内
容
（
例
）

 

自
然
的
景
観
資
源

 
□
ま
と
ま
っ
た
里
山
・
樹
林
地

 
□
樹
姿
・
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木

 
□
一
団
の
優
良
な
農
地
（
水
田
地
・
茶
畑
・
サ
ツ
キ
畑
な
ど
）

 
□
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
 
□
河
川
・
水
路
・
た
め
池
等
の
水
辺

 

歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源

 
□
古
く
か
ら
の
既
存
集
落

 
□
古
く
か
ら
あ
る
建
築
物
（
民
家
）

 
□
寺
社
・
仏
閣
 
□
古
民
家

 
□
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
道
標
や
ほ
こ
ら

 
 

□
地
域
の
祭
り
・
伝
統
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

 
□
季
節
の
風
物
詩

 

都
市
的
景
観
資
源

 
□
地
区
計
画
な
ど
に
よ
る
計
画
的
な
住
宅
開
発
団
地

 
□
商
店
街
 
□
大
規
模
商
業
施
設
 
□
大
規
模
工
業
施
設
 
□
公
園
緑
地

 
□
街
路
樹
 
□
官
公
庁
 
□
文
化
施
設

 
□
教
育
施
設

 

  ＜
景
観
類
型
の
把
握
＞

 

市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
自
然
的
景
観
 

□
①
鈴
鹿
山
脈
及
び
山
麓
 
□
②
丘
陵
地

 
□
③
平
野
部
水
田
地
 
□
④
里
山
水
田
地
 

都
市
的
景
観
 

□
⑤
住
宅
地
 
□
⑥
商
業
地
 
□
⑦
工
業
地
 

市
の
個
性
を
彩
る
景
観
軸
・
拠
点

 
景
観
軸
 

□
①
河
川
 
□
②
海
岸
 
□
③
幹
線
道
路

 

景
観
拠
点
 

□
①
緑
の
中
心
核
 
□
②
駅
前
商
業
地

 
□
③
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
周
辺

 
□
④
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源

 
□
⑤
眺
望
景
観
 

○
該
当
す
る
景
観
類
型
別
の
景
観
形
成
基
準
を
参
考
に
し
て
，
景
観
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
→
該
当
す
る
「
景
観
類
型
」
シ
ー
ト
へ
）

 

た
だ
し
，
行
為
が
届
出
対
象
行
為
に
該
当
す
る
場
合
は
景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
①
鈴
鹿
山
脈
及
び
山
麓
】
 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
望
め
る
鈴
鹿
山
脈
の
景
観
は
本
市
の
重
要
な
財
産
で
あ
り
，
山
麓
の
茶
畑
な
ど
の
景
観
を
含
め
，
自
然
的
景
観
の
保
全
を
進
め
ま
す
。

 

・
国
定
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
る
鈴
鹿
山
脈
の
自
然
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
椿
大
神
社
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
山
麓
部
に
立
地
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
山
裾
の
景
観
保
全
活
動
な
ど
を
通
じ
て
，
一
帯
の
自
然
的
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
後
背
の
山
な
み
・
稜
線
へ
の
眺
望
を
阻
害
し

な
い
よ
う
に
，
周
辺
の
建
築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い

高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き
る

限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
壁
面
後
退
な
ど
配
置
を
工
夫
す
る

な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

●
建
築
物
の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和

 

○
同
じ
高
さ
や
規
模
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
，
分
節
化
す
る

こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 □
建
築
物
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
を
図
る
た
め
，
建
築
物

の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
5
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
後
背
の
山
な
み
・
稜
線
へ
の
眺
望
を
阻
害
し

な
い
よ
う
に
，
建
築
物
の
分
棟
化
や
高
さ
に
変
化
を
つ
け

る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ａ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
，
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の

あ
る
形
態
，
外
観
と
す
る
こ
と
。 

●
周
辺
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
な
屋
根
形
状

 

○
背
景
と
な
る
山
な
み
な
ど
と
調
和
す
る
よ
う
に
，
屋
根
形

状
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
一

体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
勾
配
屋
根
を
採
用
す
る
な
ど
，
周
囲
の
緑
，

集
落
，
後
背
の
山
な
み
と
調
和
し
た
屋
根
形
状
と
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
0
 

●
地
形
と
の
一
体
性
に
配
慮
し
た
形
態
，
外
観

 

○
建
築
物
形
態
を
地
形
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
，
周
辺
の

自
然
的
景
観
と
の
一
体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
現
在
の
地
形
を
活
か
し
た
形
態
・
外
観
と
す
る
な
ど
，
地

形
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
1
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

ｃ
）

 外
壁
や
屋
上
に
設
け
る
設
備
，

屋
外
階
段
，
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
，

で
き
る
限
り
煩
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
，
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
屋
外
階
段
の
意
匠
の
配
慮

 

○
屋
外
階
段
が
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
場

合
に
は
，
建
築
物
本
体
と
同
系
色
に
す
る
，
本
体
と
同
系

統
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
し
て
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 

□
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見
で
き
る
位
置
に

配
置
す
る
場
合
に
は
，
屋
外
階
段
は
，
建
築
物
と
一
体
化

し
た
り
，
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
4
 

●
屋
外
設
備
を
目
立
た
せ
な
い
配
慮

 

○
給
水
塔
，
空
調
室
外
機
，
電
気
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
，
計
画

段
階
で
景
観
に
配
慮
し
た
配
置
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
囲

い
を
設
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
。

 

○
給
水
管
，
電
気
配
線
，
ダ
ク
ト
な
ど
が
，
や
む
を
得
ず
露

出
す
る
場
合
は
，
壁
面
と
同
系
色
と
す
る
，
植
裁
や
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫

を
す
る
。

 

□
建
築
設
備
は
，
建
築
物
と
一
体
化
し
た
り
，
囲
い
を
設
け

た
り
，
植
栽
や
ル
ー
バ
ー
で
覆
い
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
工
夫
を
し
た
り
，
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望

見
で
き
な
い
位
置
に
配
置
す
る
な
ど
，
整
然
と
し
た
ま
ち

な
み
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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○
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
，
屋
上
の

設
備
な
ど
の
見
え
方
に
配
慮
す
る
。

 

□
屋
根
や
屋
上
の
建
築
設
備
，
広
告
物
は
，
建
築
物
と
一
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持
っ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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ウ  色 彩  

ａ
）

 建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
着
色
し

て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，
ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ
れ
に
よ
り

難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア
ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  ■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲
（
マ
ン
セ
ル
値
）

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
（
Ｇ
Ｙ
，
Ｇ
，
Ｂ
Ｇ
，
Ｂ
，
Ｐ
Ｂ
，
Ｐ
，
Ｒ
Ｐ
）
の
場
合

 
２
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲

内
と
す
る
。
た
だ
し
，
着
色
し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，

ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア

ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
以
下
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ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
の
建
築
物
な

ど
と
類
似
し
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
山
な
み
や
田
園
な

ど
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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景
観
設
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手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
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工
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適
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景
観
上
の
配
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項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 

   

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
山
地
・
農
地
・
河
川

 

○
（
略
）
大
規
模
な
建
築
物
等
に
用
い
た
場
合
，
周
囲
に
威

圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
，
大
規
模
な
建
築
物
等
で
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う

な
色
彩
の
使
用
は
控
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

□
大
規
模
な
建
築
物
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う
な
色
彩
の

使
用
を
控
え
，
周
囲
に
威
圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
。
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. 
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
中
高
層
建
築
物

 

○
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
う
場
合
は
，
中
高
層
部
を
避
け
た
低
層
部
で

の
使
用
や
，
使
用
面
積
を
少
な
く
し
，
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
使
用
す
る
な
ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

□
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
，
低
層
部
で
の
使
用
や
，
使

用
面
積
を
少
な
く
し
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

□
大
規
模
工
業
施
設

 

○
大
規
模
工
場
の
敷
地
外
周
部
に
は
多
く
の
植
栽
が
設
け

ら
れ
て
お
り
，
周
辺
に
う
る
お
い
の
あ
る
景
観
を
与
え
て

い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
色
彩
は
，
こ
れ
ら
自
然
の
緑
と
の

調
和
に
も
配
慮
し
，
極
端
に
明
度
の
高
い
色
彩
の
使
用
は

避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

□
大
規
模
な
工
場
等
は
，
単
調
な
配
色
や
極
端
に
明
度
の
高

い
色
彩
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
。
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□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物

 

○
長
大
な
壁
面
で
は
，
単
調
な
雰
囲
気
や
威
圧
感
を
与
え
な

い
よ
う
，
色
彩
に
よ
る
分
節
や
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
効

果
的
な
使
用
な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物
は
，
色
彩
の
分
節
や
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
の
効
果
的
な
使
用
を
図
る
な
ど
，
威
圧
感
の

少
な
い
親
し
み
や
す
い
色
彩
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
自
然
的
景
観
が
広
が
る
場
所
で
は
，
で
き
る
限
り
石
材
，

木
材
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
自
然
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
，

周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。
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●
耐
久
性
に
優
れ
，
時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込
む
素
材

の
使
用

 

○
タ
イ
ル
，
石
材
，
硬
質
の
木
材
な
ど
，
耐
久
性
が
高
く
時

間
と
と
も
に
趣
が
出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
耐
久
性
が
高
く
時
間
と
と
も
に
趣
が

出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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○
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
，
で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
な
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
で
き
る

限
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
も
の
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 
P
. 
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オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

 
□
建
築
物
の
新
築
に
つ
い
て
は
，
敷
地
面
積
の

5
％
以
上
の

植
栽
，
花
壇
等
を
配
置
す
る
。
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●
緑
化
の
位
置
に
つ
い
て
の
配
慮

 

○
緑
化
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲

か
ら
よ
く
見
え
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

 

□
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲
か
ら
よ
く

見
え
る
部
分
を
中
心
に
，
緑
化
を
進
め
る
な
ど
，
潤
い
の

あ
る
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。
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●
地
域
の
気
候
，
風
土
へ
の
配
慮

 

○
植
物
の
良
好
な
生
育
に
は
，
そ
の
土
地
の
気
候
や
風
土
に

適
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
地
域
に
多
く
見
ら
れ

る
樹
種
を
選
定
す
る
な
ど
，
地
域
特
性
に
配
慮
し
て
緑
化

を
行
う
。

 

□
敷
地
内
に
は
，
生
育
環
境
に
合
っ
た
樹
木
の
植
栽
等
を
高

木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
，
潤

い
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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●
高
木
，
中
木
，
低
木
，
草
木
等
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮

 

○
高
木
や
中
低
木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
，
単
調
な
植
裁
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

●
周
囲
へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
緑
化

 

○
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
が
道
路
に
面
し
，
周
囲
に
圧
迫
感

を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
緑
化
や
，
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
周
囲
の
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
な
ど
，
周
辺
へ
の
圧
迫
感

を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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ｂ
）

 大
規
模
な
商
業
施
設
や
工
業
施

設
用
地
で
は
，
敷
地
外
周
部
の

緑
化
に
あ
た
り
，
周
辺
へ
の
景

観
的
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
大
規
模
商
業
施
設
で
の
緑
化
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
，
買
い
物
客
や
周
辺

住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
。

 

□
大
規
模
商
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
高
木
を
配
置
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
の
緩

和
や
買
い
物
客
や
周
辺
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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●
大
規
模
工
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
工
場
の
緩
衝
緑
地
帯
は
，
常
緑
樹
を
主
体
と
し
た
場
合
，

周
囲
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
，
配

置
や
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
で
き
る
限
り
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
規
模
工
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
（
緩
衝
緑
地
帯
）

に
，
高
木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
と

と
も
に
，
法
面
が
あ
る
場
合
は
，
低
木
や
芝
に
よ
る
緑
化

を
図
る
な
ど
，
開
放
的
で
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を

形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
8
 

  



60 

 

 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
あ
る
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。

  
 

 

P
. 

3
9
 

●
保
存
に
あ
た
っ
て
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
よ
う
配
慮

 

○
樹
木
が
地
域
の
景
観
資
源
と
な
る
よ
う
，
道
路
，
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

□
保
存
し
た
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
道
路
な
ど

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
0
 

カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
沿
道
に
う
る
お
い
を
演
出
す
る
配
慮

 

○
人
通
り
の
多
い
通
り
沿
い
は
で
き
る
限
り
駐
車
場
の
出

入
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
，
緑
化
す
る
こ
と
で
，
沿

道
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
る
。

 

□
駐
車
場
の
出
入
口
は
，
沿
道
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
，

で
き
る
限
り
限
定
す
る
と
と
も
に
，
人
通
り
の
多
い
通
り

沿
い
の
出
入
口
は
で
き
る
限
り
設
置
し
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

 
□
立
体
駐
車
場
を
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見

で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
場
合
は
，
接
道
部
（
車
の
出
入

口
を
除
く
）
や
敷
地
境
界
沿
い
を
，
防
犯
上
支
障
の
な
い

範
囲
で
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
，
樹
木
や
生
垣
等
の
植
栽

な
ど
に
よ
り
修
景
を
行
う
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

ｂ
）

 夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な

光
が
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
，
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て

照
明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮

 

○
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
，
照
明
の
配
置
や

向
き
，
光
量
，
光
の
色
な
ど
に
配
慮
す
る
。

 

○
夜
間
照
明
は
，
過
剰
な
光
の
散
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

間
接
照
明
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。
 □
夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
，
照
明
の
配
置
や
向
き
，
光
量
，
光
の
色

な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
間
接
照
明
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
3
 

●
景
観
特
性
に
調
和
し
た
照
明
の
配
慮

 

○
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演

出
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

□
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演
出
や
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
4
 

ｃ
）

 既
存
の
建
築
物
な
ど
が
周
辺
景

観
と
調
和
し
て
い
な
い
場
合
に

は
，
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
で

き
る
限
り
既
存
の
建
築
物
な
ど

も
合
わ
せ
て
周
辺
景
観
と
調
和

さ
せ
る
こ
と
。

 

●
既
存
建
築
物
の
外
観
変
更

 

○
周
辺
と
調
和
し
た
増
築
部
分
に
併
せ
，
既
存
建
築
物
の
形

態
・
外
観
，
色
彩
，
素
材
な
ど
を
修
景
す
る
。

 

□
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
既
存
建
築
物
の
形
態
・
外
観
，

色
彩
，
素
材
な
ど
の
修
景
を
行
う
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な
い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑

化
す
る
な
ど
，
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。
た

だ
し
，
既
存
建
築
物
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
，

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
5
 

●
緑
化
な
ど
に
よ
る
既
存
建
築
物
の
遮
へ
い

 

○
増
築
に
伴
う
外
構
工
事
に
併
せ
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な

い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑
化
な
ど
に
よ
り
遮
へ
い
す

る
。
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
②
丘
陵
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

茶
畑
・
サ
ツ
キ
畑
の
個
性
的
な
景
観
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
，
そ
の
自
然
的
景
観
に
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
特
産
物
の
茶
・
植
木
の
振
興
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
の
促
進
に
よ
り
，
農
地
な
ど
が
も
た
ら
す
自
然
的
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

 

・
茶
畑
・
サ
ツ
キ
畑
な
ど
に
隣
接
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
電
柱
・
鉄
塔
等
の
設
置
が
広
が
り
の
あ
る
畑
地
の
景
観
を
で
き
る
限
り
阻
害
し
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
河
川
・
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
幹
線
道
路
沿
い
へ
の
花
植
え
な
ど
の
景
観
形
成
活
動
を
通
じ
て
，
一
帯
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，

や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，

景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
後
背
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ

の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
周
辺
の
建
築
物
か
ら
著

し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き
る

限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
壁
面
後
退
な
ど
配
置
を
工
夫
す
る

な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

●
建
築
物
の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和

 

○
同
じ
高
さ
や
規
模
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
，
分
節
化
す
る

こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 □
建
築
物
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
を
図
る
た
め
，
建
築
物

の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
5
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
後
背
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ

の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
建
築
物
の
分
棟
化
や
高

さ
に
変
化
を
つ
け
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ａ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
，
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の

あ
る
形
態
，
外
観
と
す
る
こ
と
。 

●
周
辺
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
な
屋
根
形
状

 

○
背
景
と
な
る
山
な
み
な
ど
と
調
和
す
る
よ
う
に
，
屋
根
形

状
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
一

体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
勾
配
屋
根
を
採
用
す
る
な
ど
，
周
囲
の
緑
や

茶
畑
・
サ
ツ
キ
畑
に
融
和
し
た
屋
根
形
状
と
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
0
 

●
地
形
と
の
一
体
性
に
配
慮
し
た
形
態
，
外
観

 

○
建
築
物
形
態
を
地
形
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
，
周
辺
の

自
然
的
景
観
と
の
一
体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
現
在
の
地
形
を
活
か
し
た
形
態
・
外
観
と
す
る
な
ど
，
地

形
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
1
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

ｃ
）

 外
壁
や
屋
上
に
設
け
る
設
備
，

屋
外
階
段
，
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
，

で
き
る
限
り
煩
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
，
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
屋
外
階
段
の
意
匠
の
配
慮

 

○
屋
外
階
段
が
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
場

合
に
は
，
建
築
物
本
体
と
同
系
色
に
す
る
，
本
体
と
同
系

統
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
し
て
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 

□
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見
で
き
る
位
置
に

配
置
す
る
場
合
に
は
，
屋
外
階
段
は
，
建
築
物
と
一
体
化

し
た
り
，
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
4
 

●
屋
外
設
備
を
目
立
た
せ
な
い
配
慮

 

○
給
水
塔
，
空
調
室
外
機
，
電
気
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
，
計
画

段
階
で
景
観
に
配
慮
し
た
配
置
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
囲

い
を
設
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
。

 

○
給
水
管
，
電
気
配
線
，
ダ
ク
ト
な
ど
が
，
や
む
を
得
ず
露

出
す
る
場
合
は
，
壁
面
と
同
系
色
と
す
る
，
植
裁
や
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫

を
す
る
。

 

□
建
築
設
備
は
，
建
築
物
と
一
体
化
し
た
り
，
囲
い
を
設
け

た
り
，
植
栽
や
ル
ー
バ
ー
で
覆
い
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
工
夫
を
し
た
り
，
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望

見
で
き
な
い
位
置
に
配
置
す
る
な
ど
，
整
然
と
し
た
ま
ち

な
み
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
，
屋
上
の

設
備
な
ど
の
見
え
方
に
配
慮
す
る
。

 

□
屋
根
や
屋
上
の
建
築
設
備
，
広
告
物
は
，
建
築
物
と
一
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持
っ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

ウ  色 彩  

ａ
）

 建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
着
色
し

て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，
ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ
れ
に
よ
り

難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア
ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  ■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲
（
マ
ン
セ
ル
値
）

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
（
Ｇ
Ｙ
，
Ｇ
，
Ｂ
Ｇ
，
Ｂ
，
Ｐ
Ｂ
，
Ｐ
，
Ｒ
Ｐ
）
の
場
合

 
２
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲

内
と
す
る
。
た
だ
し
，
着
色
し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，

ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア

ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
以
下

 

 
 

 
 

 

P
. 
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ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
の
建
築
物
な

ど
と
類
似
し
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
山
な
み
や
田
園
な

ど
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

P
. 

2
9
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 

   

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
山
地
・
農
地
・
河
川

 

○
（
略
）
大
規
模
な
建
築
物
等
に
用
い
た
場
合
，
周
囲
に
威

圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
，
大
規
模
な
建
築
物
等
で
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う

な
色
彩
の
使
用
は
控
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

□
大
規
模
な
建
築
物
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う
な
色
彩
の

使
用
を
控
え
，
周
囲
に
威
圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
。
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. 
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
中
高
層
建
築
物

 

○
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
う
場
合
は
，
中
高
層
部
を
避
け
た
低
層
部
で

の
使
用
や
，
使
用
面
積
を
少
な
く
し
，
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
使
用
す
る
な
ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

□
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
，
低
層
部
で
の
使
用
や
，
使

用
面
積
を
少
な
く
し
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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□
大
規
模
工
業
施
設

 

○
大
規
模
工
場
の
敷
地
外
周
部
に
は
多
く
の
植
栽
が
設
け

ら
れ
て
お
り
，
周
辺
に
う
る
お
い
の
あ
る
景
観
を
与
え
て

い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
色
彩
は
，
こ
れ
ら
自
然
の
緑
と
の

調
和
に
も
配
慮
し
，
極
端
に
明
度
の
高
い
色
彩
の
使
用
は

避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

□
大
規
模
な
工
場
等
は
，
単
調
な
配
色
や
極
端
に
明
度
の
高

い
色
彩
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
。
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□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物

 

○
長
大
な
壁
面
で
は
，
単
調
な
雰
囲
気
や
威
圧
感
を
与
え
な

い
よ
う
，
色
彩
に
よ
る
分
節
や
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
効

果
的
な
使
用
な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物
は
，
色
彩
の
分
節
や
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
の
効
果
的
な
使
用
を
図
る
な
ど
，
威
圧
感
の

少
な
い
親
し
み
や
す
い
色
彩
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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又
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景
観
形
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基
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エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
自
然
的
景
観
が
広
が
る
場
所
で
は
，
で
き
る
限
り
石
材
，

木
材
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
自
然
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
，

周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。
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●
耐
久
性
に
優
れ
，
時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込
む
素
材

の
使
用

 

○
タ
イ
ル
，
石
材
，
硬
質
の
木
材
な
ど
，
耐
久
性
が
高
く
時

間
と
と
も
に
趣
が
出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
耐
久
性
が
高
く
時
間
と
と
も
に
趣
が

出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
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○
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
，
で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
な
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
で
き
る

限
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
も
の
を
使
用
す
る
。
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. 
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オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

 
□
建
築
物
の
新
築
に
つ
い
て
は
，
敷
地
面
積
の

5
％
以
上
の

植
栽
，
花
壇
等
を
配
置
す
る
。
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●
緑
化
の
位
置
に
つ
い
て
の
配
慮

 

○
緑
化
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲

か
ら
よ
く
見
え
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

 

□
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲
か
ら
よ
く

見
え
る
部
分
を
中
心
に
，
緑
化
を
進
め
る
な
ど
，
潤
い
の

あ
る
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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●
地
域
の
気
候
，
風
土
へ
の
配
慮

 

○
植
物
の
良
好
な
生
育
に
は
，
そ
の
土
地
の
気
候
や
風
土
に

適
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
地
域
に
多
く
見
ら
れ

る
樹
種
を
選
定
す
る
な
ど
，
地
域
特
性
に
配
慮
し
て
緑
化

を
行
う
。

 

□
敷
地
内
に
は
，
生
育
環
境
に
合
っ
た
樹
木
の
植
栽
等
を
高

木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
，
潤

い
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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. 
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●
高
木
，
中
木
，
低
木
，
草
木
等
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮

 

○
高
木
や
中
低
木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
，
単
調
な
植
裁
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

●
周
囲
へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
緑
化

 

○
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
が
道
路
に
面
し
，
周
囲
に
圧
迫
感

を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
緑
化
や
，
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
周
囲
の
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
な
ど
，
周
辺
へ
の
圧
迫
感

を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
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ｂ
）

 大
規
模
な
商
業
施
設
や
工
業
施

設
用
地
で
は
，
敷
地
外
周
部
の

緑
化
に
あ
た
り
，
周
辺
へ
の
景

観
的
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
大
規
模
商
業
施
設
で
の
緑
化
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
，
買
い
物
客
や
周
辺

住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
。

 

□
大
規
模
商
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
高
木
を
配
置
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
の
緩

和
や
買
い
物
客
や
周
辺
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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. 
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●
大
規
模
工
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
工
場
の
緩
衝
緑
地
帯
は
，
常
緑
樹
を
主
体
と
し
た
場
合
，

周
囲
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
，
配

置
や
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
で
き
る
限
り
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
規
模
工
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
（
緩
衝
緑
地
帯
）

に
，
高
木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
と

と
も
に
，
法
面
が
あ
る
場
合
は
，
低
木
や
芝
に
よ
る
緑
化

を
図
る
な
ど
，
開
放
的
で
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を

形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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又
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景
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ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
あ
る
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。

  
 

 

P
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●
保
存
に
あ
た
っ
て
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
よ
う
配
慮

 

○
樹
木
が
地
域
の
景
観
資
源
と
な
る
よ
う
，
道
路
，
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

□
保
存
し
た
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
道
路
な
ど

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。
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カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
沿
道
に
う
る
お
い
を
演
出
す
る
配
慮

 

○
人
通
り
の
多
い
通
り
沿
い
は
で
き
る
限
り
駐
車
場
の
出

入
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
，
緑
化
す
る
こ
と
で
，
沿

道
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
る
。

 

□
駐
車
場
の
出
入
口
は
，
沿
道
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
，

で
き
る
限
り
限
定
す
る
と
と
も
に
，
人
通
り
の
多
い
通
り

沿
い
の
出
入
口
は
で
き
る
限
り
設
置
し
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

 
□
立
体
駐
車
場
を
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見

で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
場
合
は
，
接
道
部
（
車
の
出
入

口
を
除
く
）
や
敷
地
境
界
沿
い
を
，
防
犯
上
支
障
の
な
い

範
囲
で
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
，
樹
木
や
生
垣
等
の
植
栽

な
ど
に
よ
り
修
景
を
行
う
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

ｂ
）

 夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な

光
が
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
，
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て

照
明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮

 

○
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
，
照
明
の
配
置
や

向
き
，
光
量
，
光
の
色
な
ど
に
配
慮
す
る
。

 

○
夜
間
照
明
は
，
過
剰
な
光
の
散
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

間
接
照
明
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。
 □
夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
，
照
明
の
配
置
や
向
き
，
光
量
，
光
の
色

な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
間
接
照
明
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
3
 

●
景
観
特
性
に
調
和
し
た
照
明
の
配
慮

 

○
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演

出
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

□
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演
出
や
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
4
 

ｃ
）

 既
存
の
建
築
物
な
ど
が
周
辺
景

観
と
調
和
し
て
い
な
い
場
合
に

は
，
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
で

き
る
限
り
既
存
の
建
築
物
な
ど

も
合
わ
せ
て
周
辺
景
観
と
調
和

さ
せ
る
こ
と
。

 

●
既
存
建
築
物
の
外
観
変
更

 

○
周
辺
と
調
和
し
た
増
築
部
分
に
併
せ
，
既
存
建
築
物
の
形

態
・
外
観
，
色
彩
，
素
材
な
ど
を
修
景
す
る
。

 

□
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
既
存
建
築
物
の
形
態
・
外
観
，

色
彩
，
素
材
な
ど
の
修
景
を
行
う
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な
い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑

化
す
る
な
ど
，
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。
た

だ
し
，
既
存
建
築
物
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
，

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
5
 

●
緑
化
な
ど
に
よ
る
既
存
建
築
物
の
遮
へ
い

 

○
増
築
に
伴
う
外
構
工
事
に
併
せ
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な

い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑
化
な
ど
に
よ
り
遮
へ
い
す

る
。
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
③
平
野
部
水
田
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

広
が
り
の
あ
る
田
園
景
観
の
保
全
と
と
も
に
，
そ
の
自
然
的
景
観
に
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
稲
作
な
ど
の
農
業
振
興
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
の
促
進
を
図
り
，
そ
れ
ら
の
も
た
ら
す
田
園
景
観
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
田
園
地
帯
に
隣
接
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
電
柱
・
鉄
塔
等
の
設
置
が
広
が
り
の
あ
る
田
園
景
観
を
で
き
る
限
り
阻
害
し
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
河
川
・
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
休
耕
田
を
活
用
し
た
花
畑
づ
く
り
な
ど
の
景
観
形
成
活
動
を
通
し
て
，
一
帯
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
，
優
良

な
農
地
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ

う
に
，
周
辺
の
建
築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に

す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き
る

限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
壁
面
後
退
な
ど
配
置
を
工
夫
す
る

な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

●
建
築
物
の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和

 

○
同
じ
高
さ
や
規
模
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
，
分
節
化
す
る

こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 □
建
築
物
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
を
図
る
た
め
，
建
築
物

の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
5
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
，
優
良

な
農
地
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ

う
に
，
建
築
物
の
分
棟
化
や
高
さ
に
変
化
を
つ
け
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ａ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
，
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の

あ
る
形
態
，
外
観
と
す
る
こ
と
。 

●
周
辺
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
な
屋
根
形
状

 

○
背
景
と
な
る
山
な
み
な
ど
と
調
和
す
る
よ
う
に
，
屋
根
形

状
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
一

体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
後
背
の
水
田
や
里
山
を
意
識
し
た
勾
配
屋
根

を
採
用
す
る
な
ど
，
田
園
景
観
と
調
和
し
た
屋
根
形
状
と

す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
0
 

●
地
形
と
の
一
体
性
に
配
慮
し
た
形
態
，
外
観

 

○
建
築
物
形
態
を
地
形
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
，
周
辺
の

自
然
的
景
観
と
の
一
体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
現
在
の
地
形
を
活
か
し
た
形
態
・
外
観
と
す
る
な
ど
，
地

形
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
1
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

ｃ
）

 外
壁
や
屋
上
に
設
け
る
設
備
，

屋
外
階
段
，
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
，

で
き
る
限
り
煩
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
，
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
屋
外
階
段
の
意
匠
の
配
慮

 

○
屋
外
階
段
が
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
場

合
に
は
，
建
築
物
本
体
と
同
系
色
に
す
る
，
本
体
と
同
系

統
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
し
て
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 

□
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見
で
き
る
位
置
に

配
置
す
る
場
合
に
は
，
屋
外
階
段
は
，
建
築
物
と
一
体
化

し
た
り
，
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
4
 

●
屋
外
設
備
を
目
立
た
せ
な
い
配
慮

 

○
給
水
塔
，
空
調
室
外
機
，
電
気
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
，
計
画

段
階
で
景
観
に
配
慮
し
た
配
置
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
囲

い
を
設
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
。

 

○
給
水
管
，
電
気
配
線
，
ダ
ク
ト
な
ど
が
，
や
む
を
得
ず
露

出
す
る
場
合
は
，
壁
面
と
同
系
色
と
す
る
，
植
裁
や
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫

を
す
る
。

 

□
建
築
設
備
は
，
建
築
物
と
一
体
化
し
た
り
，
囲
い
を
設
け

た
り
，
植
栽
や
ル
ー
バ
ー
で
覆
い
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
工
夫
を
し
た
り
，
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望

見
で
き
な
い
位
置
に
配
置
す
る
な
ど
，
整
然
と
し
た
ま
ち

な
み
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
，
屋
上
の

設
備
な
ど
の
見
え
方
に
配
慮
す
る
。

 

□
屋
根
や
屋
上
の
建
築
設
備
，
広
告
物
は
，
建
築
物
と
一
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持
っ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

ウ  色 彩  

ａ
）

 建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
着
色
し

て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，
ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ
れ
に
よ
り

難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア
ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  ■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲
（
マ
ン
セ
ル
値
）

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
（
Ｇ
Ｙ
，
Ｇ
，
Ｂ
Ｇ
，
Ｂ
，
Ｐ
Ｂ
，
Ｐ
，
Ｒ
Ｐ
）
の
場
合

 
２
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲

内
と
す
る
。
た
だ
し
，
着
色
し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，

ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア

ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
以
下

 

 
 

 
 

 

P
. 

2
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ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
の
建
築
物
な

ど
と
類
似
し
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
山
な
み
や
田
園
な

ど
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

P
. 

2
9
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 

   

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下
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. 
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
山
地
・
農
地
・
河
川

 

○
（
略
）
大
規
模
な
建
築
物
等
に
用
い
た
場
合
，
周
囲
に
威

圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
，
大
規
模
な
建
築
物
等
で
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う

な
色
彩
の
使
用
は
控
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

□
大
規
模
な
建
築
物
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う
な
色
彩
の

使
用
を
控
え
，
周
囲
に
威
圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
。
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. 
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
中
高
層
建
築
物

 

○
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
う
場
合
は
，
中
高
層
部
を
避
け
た
低
層
部
で

の
使
用
や
，
使
用
面
積
を
少
な
く
し
，
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
使
用
す
る
な
ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

□
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
，
低
層
部
で
の
使
用
や
，
使

用
面
積
を
少
な
く
し
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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□
大
規
模
工
業
施
設

 

○
大
規
模
工
場
の
敷
地
外
周
部
に
は
多
く
の
植
栽
が
設
け

ら
れ
て
お
り
，
周
辺
に
う
る
お
い
の
あ
る
景
観
を
与
え
て

い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
色
彩
は
，
こ
れ
ら
自
然
の
緑
と
の

調
和
に
も
配
慮
し
，
極
端
に
明
度
の
高
い
色
彩
の
使
用
は

避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

□
大
規
模
な
工
場
等
は
，
単
調
な
配
色
や
極
端
に
明
度
の
高

い
色
彩
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
。
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□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物

 

○
長
大
な
壁
面
で
は
，
単
調
な
雰
囲
気
や
威
圧
感
を
与
え
な

い
よ
う
，
色
彩
に
よ
る
分
節
や
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
効

果
的
な
使
用
な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物
は
，
色
彩
の
分
節
や
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
の
効
果
的
な
使
用
を
図
る
な
ど
，
威
圧
感
の

少
な
い
親
し
み
や
す
い
色
彩
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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配
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又
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工
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具
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景
観
形
成
基
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エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
自
然
的
景
観
が
広
が
る
場
所
で
は
，
で
き
る
限
り
石
材
，

木
材
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
自
然
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
，

周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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●
耐
久
性
に
優
れ
，
時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込
む
素
材

の
使
用

 

○
タ
イ
ル
，
石
材
，
硬
質
の
木
材
な
ど
，
耐
久
性
が
高
く
時

間
と
と
も
に
趣
が
出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
耐
久
性
が
高
く
時
間
と
と
も
に
趣
が

出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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○
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
，
で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
な
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
で
き
る

限
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
も
の
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 
P
. 
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オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

 
□
建
築
物
の
新
築
に
つ
い
て
は
，
敷
地
面
積
の

5
％
以
上
の

植
栽
，
花
壇
等
を
配
置
す
る
。
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●
緑
化
の
位
置
に
つ
い
て
の
配
慮

 

○
緑
化
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲

か
ら
よ
く
見
え
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

 

□
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲
か
ら
よ
く

見
え
る
部
分
を
中
心
に
，
緑
化
を
進
め
る
な
ど
，
潤
い
の

あ
る
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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●
地
域
の
気
候
，
風
土
へ
の
配
慮

 

○
植
物
の
良
好
な
生
育
に
は
，
そ
の
土
地
の
気
候
や
風
土
に

適
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
地
域
に
多
く
見
ら
れ

る
樹
種
を
選
定
す
る
な
ど
，
地
域
特
性
に
配
慮
し
て
緑
化

を
行
う
。

 

□
敷
地
内
に
は
，
生
育
環
境
に
合
っ
た
樹
木
の
植
栽
等
を
高

木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
，
潤

い
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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. 
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●
高
木
，
中
木
，
低
木
，
草
木
等
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮

 

○
高
木
や
中
低
木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
，
単
調
な
植
裁
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

●
周
囲
へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
緑
化

 

○
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
が
道
路
に
面
し
，
周
囲
に
圧
迫
感

を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
緑
化
や
，
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
周
囲
の
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
な
ど
，
周
辺
へ
の
圧
迫
感

を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
6
 

ｂ
）

 大
規
模
な
商
業
施
設
や
工
業
施

設
用
地
で
は
，
敷
地
外
周
部
の

緑
化
に
あ
た
り
，
周
辺
へ
の
景

観
的
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
大
規
模
商
業
施
設
で
の
緑
化
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
，
買
い
物
客
や
周
辺

住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
。

 

□
大
規
模
商
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
高
木
を
配
置
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
の
緩

和
や
買
い
物
客
や
周
辺
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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. 
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●
大
規
模
工
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
工
場
の
緩
衝
緑
地
帯
は
，
常
緑
樹
を
主
体
と
し
た
場
合
，

周
囲
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
，
配

置
や
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
で
き
る
限
り
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
規
模
工
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
（
緩
衝
緑
地
帯
）

に
，
高
木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
と

と
も
に
，
法
面
が
あ
る
場
合
は
，
低
木
や
芝
に
よ
る
緑
化

を
図
る
な
ど
，
開
放
的
で
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を

形
成
す
る
。
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. 

3
8
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又
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景
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基
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ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
あ
る
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。

  
 

 

P
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●
保
存
に
あ
た
っ
て
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
よ
う
配
慮

 

○
樹
木
が
地
域
の
景
観
資
源
と
な
る
よ
う
，
道
路
，
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

□
保
存
し
た
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
道
路
な
ど

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
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カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
沿
道
に
う
る
お
い
を
演
出
す
る
配
慮

 

○
人
通
り
の
多
い
通
り
沿
い
は
で
き
る
限
り
駐
車
場
の
出

入
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
，
緑
化
す
る
こ
と
で
，
沿

道
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
る
。

 

□
駐
車
場
の
出
入
口
は
，
沿
道
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
，

で
き
る
限
り
限
定
す
る
と
と
も
に
，
人
通
り
の
多
い
通
り

沿
い
の
出
入
口
は
で
き
る
限
り
設
置
し
な
い
。

 

 
 

 

P
. 
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2
 

 
□
立
体
駐
車
場
を
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見

で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
場
合
は
，
接
道
部
（
車
の
出
入

口
を
除
く
）
や
敷
地
境
界
沿
い
を
，
防
犯
上
支
障
の
な
い

範
囲
で
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
，
樹
木
や
生
垣
等
の
植
栽

な
ど
に
よ
り
修
景
を
行
う
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

ｂ
）

 夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な

光
が
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
，
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て

照
明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮

 

○
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
，
照
明
の
配
置
や

向
き
，
光
量
，
光
の
色
な
ど
に
配
慮
す
る
。

 

○
夜
間
照
明
は
，
過
剰
な
光
の
散
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

間
接
照
明
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。
 □
夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
，
照
明
の
配
置
や
向
き
，
光
量
，
光
の
色

な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
間
接
照
明
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
3
 

●
景
観
特
性
に
調
和
し
た
照
明
の
配
慮

 

○
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演

出
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

□
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演
出
や
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
4
 

ｃ
）

 既
存
の
建
築
物
な
ど
が
周
辺
景

観
と
調
和
し
て
い
な
い
場
合
に

は
，
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
で

き
る
限
り
既
存
の
建
築
物
な
ど

も
合
わ
せ
て
周
辺
景
観
と
調
和

さ
せ
る
こ
と
。

 

●
既
存
建
築
物
の
外
観
変
更

 

○
周
辺
と
調
和
し
た
増
築
部
分
に
併
せ
，
既
存
建
築
物
の
形

態
・
外
観
，
色
彩
，
素
材
な
ど
を
修
景
す
る
。

 

□
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
既
存
建
築
物
の
形
態
・
外
観
，

色
彩
，
素
材
な
ど
の
修
景
を
行
う
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な
い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑

化
す
る
な
ど
，
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。
た

だ
し
，
既
存
建
築
物
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
，

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
5
 

●
緑
化
な
ど
に
よ
る
既
存
建
築
物
の
遮
へ
い

 

○
増
築
に
伴
う
外
構
工
事
に
併
せ
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な

い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑
化
な
ど
に
よ
り
遮
へ
い
す

る
。
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
④
里
山
水
田
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

水
田
な
ど
の
農
地
と
集
落
，
背
後
の
里
山
林
が
一
体
と
な
っ
た
田
園
景
観
の
保
全
と
と
も
に
，
そ
の
自
然
的
景
観
に
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
稲
作
な
ど
の
農
業
振
興
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
の
促
進
と
と
も
に
，
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
の
も
と
，
里
山
林
の
適
正
な
維
持
管
理
や
自
然
と
ふ
れ
あ
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
な
ど
と
し
て
の
活
用
を
図
り
，
農
地
や

里
山
の
自
然
的
景
観
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
水
田
や
里
山
に
隣
接
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
河
川
・
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。

 

 注
）

 
 

 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
周
辺
の
建

築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き
る

限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
壁
面
後
退
な
ど
配
置
を
工
夫
す
る

な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

●
建
築
物
の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和

 

○
同
じ
高
さ
や
規
模
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
，
分
節
化
す
る

こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 □
建
築
物
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
を
図
る
た
め
，
建
築
物

の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
5
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
建
築
物
の

分
棟
化
や
高
さ
に
変
化
を
つ
け
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ａ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
，
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の

あ
る
形
態
，
外
観
と
す
る
こ
と
。 

●
周
辺
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
な
屋
根
形
状

 

○
背
景
と
な
る
山
な
み
な
ど
と
調
和
す
る
よ
う
に
，
屋
根
形

状
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
一

体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
勾
配
屋
根
を
採
用
す
る
な
ど
，
水
田
，
集
落
，

後
背
の
里
山
と
調
和
し
た
屋
根
形
状
と
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
1
 

●
地
形
と
の
一
体
性
に
配
慮
し
た
形
態
，
外
観

 

○
建
築
物
形
態
を
地
形
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
，
周
辺
の

自
然
的
景
観
と
の
一
体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
現
在
の
地
形
を
活
か
し
た
形
態
・
外
観
と
す
る
な
ど
，
地

形
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
1
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

ｃ
）

 外
壁
や
屋
上
に
設
け
る
設
備
，

屋
外
階
段
，
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
，

で
き
る
限
り
煩
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
，
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
屋
外
階
段
の
意
匠
の
配
慮

 

○
屋
外
階
段
が
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
場

合
に
は
，
建
築
物
本
体
と
同
系
色
に
す
る
，
本
体
と
同
系

統
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
し
て
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 

□
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見
で
き
る
位
置
に

配
置
す
る
場
合
に
は
，
屋
外
階
段
は
，
建
築
物
と
一
体
化

し
た
り
，
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
4
 

●
屋
外
設
備
を
目
立
た
せ
な
い
配
慮

 

○
給
水
塔
，
空
調
室
外
機
，
電
気
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
，
計
画

段
階
で
景
観
に
配
慮
し
た
配
置
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
囲

い
を
設
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
。

 

○
給
水
管
，
電
気
配
線
，
ダ
ク
ト
な
ど
が
，
や
む
を
得
ず
露

出
す
る
場
合
は
，
壁
面
と
同
系
色
と
す
る
，
植
裁
や
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫

を
す
る
。

 

□
建
築
設
備
は
，
建
築
物
と
一
体
化
し
た
り
，
囲
い
を
設
け

た
り
，
植
栽
や
ル
ー
バ
ー
で
覆
い
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
工
夫
を
し
た
り
，
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望

見
で
き
な
い
位
置
に
配
置
す
る
な
ど
，
整
然
と
し
た
ま
ち

な
み
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
，
屋
上
の

設
備
な
ど
の
見
え
方
に
配
慮
す
る
。

 

□
屋
根
や
屋
上
の
建
築
設
備
，
広
告
物
は
，
建
築
物
と
一
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持
っ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

ウ  色 彩  

ａ
）

 建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
着
色
し

て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，
ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ
れ
に
よ
り

難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア
ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  ■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲
（
マ
ン
セ
ル
値
）

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
（
Ｇ
Ｙ
，
Ｇ
，
Ｂ
Ｇ
，
Ｂ
，
Ｐ
Ｂ
，
Ｐ
，
Ｒ
Ｐ
）
の
場
合

 
２
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲

内
と
す
る
。
た
だ
し
，
着
色
し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，

ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア

ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
以
下

 

 
 

 
 

 

P
. 

2
6
 

ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
の
建
築
物
な

ど
と
類
似
し
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
山
な
み
や
田
園
な

ど
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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P
. 

2
9
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 

   

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
山
地
・
農
地
・
河
川

 

○
（
略
）
大
規
模
な
建
築
物
等
に
用
い
た
場
合
，
周
囲
に
威

圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
，
大
規
模
な
建
築
物
等
で
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う

な
色
彩
の
使
用
は
控
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

□
大
規
模
な
建
築
物
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う
な
色
彩
の

使
用
を
控
え
，
周
囲
に
威
圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
中
高
層
建
築
物

 

○
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
う
場
合
は
，
中
高
層
部
を
避
け
た
低
層
部
で

の
使
用
や
，
使
用
面
積
を
少
な
く
し
，
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
使
用
す
る
な
ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

□
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
，
低
層
部
で
の
使
用
や
，
使

用
面
積
を
少
な
く
し
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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□
大
規
模
工
業
施
設

 

○
大
規
模
工
場
の
敷
地
外
周
部
に
は
多
く
の
植
栽
が
設
け

ら
れ
て
お
り
，
周
辺
に
う
る
お
い
の
あ
る
景
観
を
与
え
て

い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
色
彩
は
，
こ
れ
ら
自
然
の
緑
と
の

調
和
に
も
配
慮
し
，
極
端
に
明
度
の
高
い
色
彩
の
使
用
は

避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

□
大
規
模
な
工
場
等
は
，
単
調
な
配
色
や
極
端
に
明
度
の
高

い
色
彩
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
。
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□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物

 

○
長
大
な
壁
面
で
は
，
単
調
な
雰
囲
気
や
威
圧
感
を
与
え
な

い
よ
う
，
色
彩
に
よ
る
分
節
や
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
効

果
的
な
使
用
な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物
は
，
色
彩
の
分
節
や
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
の
効
果
的
な
使
用
を
図
る
な
ど
，
威
圧
感
の

少
な
い
親
し
み
や
す
い
色
彩
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
自
然
的
景
観
が
広
が
る
場
所
で
は
，
で
き
る
限
り
石
材
，

木
材
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
自
然
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
，

周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。
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●
耐
久
性
に
優
れ
，
時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込
む
素
材

の
使
用

 

○
タ
イ
ル
，
石
材
，
硬
質
の
木
材
な
ど
，
耐
久
性
が
高
く
時

間
と
と
も
に
趣
が
出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
耐
久
性
が
高
く
時
間
と
と
も
に
趣
が

出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
3
 

○
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
，
で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
な
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
で
き
る

限
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
も
の
を
使
用
す
る
。
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オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

 
□
建
築
物
の
新
築
に
つ
い
て
は
，
敷
地
面
積
の

5
％
以
上
の

植
栽
，
花
壇
等
を
配
置
す
る
。
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●
緑
化
の
位
置
に
つ
い
て
の
配
慮

 

○
緑
化
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲

か
ら
よ
く
見
え
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

 

□
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲
か
ら
よ
く

見
え
る
部
分
を
中
心
に
，
緑
化
を
進
め
る
な
ど
，
潤
い
の

あ
る
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。
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●
地
域
の
気
候
，
風
土
へ
の
配
慮

 

○
植
物
の
良
好
な
生
育
に
は
，
そ
の
土
地
の
気
候
や
風
土
に

適
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
地
域
に
多
く
見
ら
れ

る
樹
種
を
選
定
す
る
な
ど
，
地
域
特
性
に
配
慮
し
て
緑
化

を
行
う
。

 

□
敷
地
内
に
は
，
生
育
環
境
に
合
っ
た
樹
木
の
植
栽
等
を
高

木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
，
潤

い
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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●
高
木
，
中
木
，
低
木
，
草
木
等
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮

 

○
高
木
や
中
低
木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
，
単
調
な
植
裁
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

●
周
囲
へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
緑
化

 

○
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
が
道
路
に
面
し
，
周
囲
に
圧
迫
感

を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
緑
化
や
，
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
周
囲
の
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
な
ど
，
周
辺
へ
の
圧
迫
感

を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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ｂ
）

 大
規
模
な
商
業
施
設
や
工
業
施

設
用
地
で
は
，
敷
地
外
周
部
の

緑
化
に
あ
た
り
，
周
辺
へ
の
景

観
的
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
大
規
模
商
業
施
設
で
の
緑
化
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
，
買
い
物
客
や
周
辺

住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
。

 

□
大
規
模
商
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
高
木
を
配
置
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
の
緩

和
や
買
い
物
客
や
周
辺
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。
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●
大
規
模
工
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
工
場
の
緩
衝
緑
地
帯
は
，
常
緑
樹
を
主
体
と
し
た
場
合
，

周
囲
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
，
配

置
や
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
で
き
る
限
り
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
規
模
工
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
（
緩
衝
緑
地
帯
）

に
，
高
木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
と

と
も
に
，
法
面
が
あ
る
場
合
は
，
低
木
や
芝
に
よ
る
緑
化

を
図
る
な
ど
，
開
放
的
で
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を

形
成
す
る
。
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. 
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ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
あ
る
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。
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●
保
存
に
あ
た
っ
て
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
よ
う
配
慮

 

○
樹
木
が
地
域
の
景
観
資
源
と
な
る
よ
う
，
道
路
，
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

□
保
存
し
た
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
道
路
な
ど

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。
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カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
沿
道
に
う
る
お
い
を
演
出
す
る
配
慮

 

○
人
通
り
の
多
い
通
り
沿
い
は
で
き
る
限
り
駐
車
場
の
出

入
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
，
緑
化
す
る
こ
と
で
，
沿

道
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
る
。

 

□
駐
車
場
の
出
入
口
は
，
沿
道
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
，

で
き
る
限
り
限
定
す
る
と
と
も
に
，
人
通
り
の
多
い
通
り

沿
い
の
出
入
口
は
で
き
る
限
り
設
置
し
な
い
。
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□
立
体
駐
車
場
を
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見

で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
場
合
は
，
接
道
部
（
車
の
出
入

口
を
除
く
）
や
敷
地
境
界
沿
い
を
，
防
犯
上
支
障
の
な
い

範
囲
で
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
，
樹
木
や
生
垣
等
の
植
栽

な
ど
に
よ
り
修
景
を
行
う
。

 

 
 

 

P
. 
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ｂ
）

 夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な

光
が
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
，
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て

照
明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮

 

○
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
，
照
明
の
配
置
や

向
き
，
光
量
，
光
の
色
な
ど
に
配
慮
す
る
。

 

○
夜
間
照
明
は
，
過
剰
な
光
の
散
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

間
接
照
明
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。
 □
夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
，
照
明
の
配
置
や
向
き
，
光
量
，
光
の
色

な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
間
接
照
明
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
3
 

●
景
観
特
性
に
調
和
し
た
照
明
の
配
慮

 

○
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演

出
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

□
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演
出
や
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
4
 

ｃ
）

 既
存
の
建
築
物
な
ど
が
周
辺
景

観
と
調
和
し
て
い
な
い
場
合
に

は
，
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
で

き
る
限
り
既
存
の
建
築
物
な
ど

も
合
わ
せ
て
周
辺
景
観
と
調
和

さ
せ
る
こ
と
。

 

●
既
存
建
築
物
の
外
観
変
更

 

○
周
辺
と
調
和
し
た
増
築
部
分
に
併
せ
，
既
存
建
築
物
の
形

態
・
外
観
，
色
彩
，
素
材
な
ど
を
修
景
す
る
。

 

□
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
既
存
建
築
物
の
形
態
・
外
観
，

色
彩
，
素
材
な
ど
の
修
景
を
行
う
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な
い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑

化
す
る
な
ど
，
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。
た

だ
し
，
既
存
建
築
物
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
，

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
5
 

●
緑
化
な
ど
に
よ
る
既
存
建
築
物
の
遮
へ
い

 

○
増
築
に
伴
う
外
構
工
事
に
併
せ
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な

い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑
化
な
ど
に
よ
り
遮
へ
い
す

る
。
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
⑤
住
宅
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

緑
化
推
進
な
ど
に
よ
る
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
市
街
地
景
観
の
形
成
と
と
も
に
，
地
域
の
良
好
な
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
市
街
地
の
景
観
に
う
る
お
い
を
与
え
る
公
園
や
緑
地
の
整
備
，
道
路
の
修
景
な
ど
に
よ
り
，
地
域
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

 

・
駅
周
辺
や
近
隣
商
業
地
な
ど
，
地
域
の
中
心
的
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
，
事
業
者
と
周
辺
住
民
等
の
協
働
の
も
と
，
緑
化
の
促
進
や
街
路
灯
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
な
ど
に
よ
り
良
好
な
景
観
形
成
を
誘
導
し
ま
す
。

 

・
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
，
緑
化
の
促
進
な
ど
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

 注
）

 
 

 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”
，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”
，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
周
辺
の
建

築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き
る

限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
壁
面
後
退
な
ど
配
置
を
工
夫
す
る

な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

●
建
築
物
の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和

 

○
同
じ
高
さ
や
規
模
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
，
分
節
化
す
る

こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 □
建
築
物
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
を
図
る
た
め
，
建
築
物

の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
5
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
建
築
物
の

分
棟
化
や
高
さ
に
変
化
を
つ
け
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ｂ
）

 歴
史
的
ま
ち
な
み
や
街
路
景
観

の
整
っ
た
地
域
な
ど
地
域
景
観

の
特
徴
に
配
慮
し
た
形
態
，
外

観
と
す
る
こ
と
。

 

●
市
街
地
の
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
空
間
演
出

 

○
市
街
地
で
は
，
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
や
歩
行
者
の

休
憩
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
，
ゆ
と
り
と
賑
わ
い
の
あ

る
空
間
演
出
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
勾
配
屋
根
を
採
用
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持

っ
た
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 
P
. 

2
3
 

□
建
築
物
の
配
置
を
工
夫
し
，
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
で
，
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
や
歩
行
者
の

休
憩
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
，
ゆ
と
り
と
賑
わ
い
の
あ

る
空
間
演
出
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
3
 

ｃ
）

 外
壁
や
屋
上
に
設
け
る
設
備
，

屋
外
階
段
，
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
，

で
き
る
限
り
煩
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
，
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
屋
外
階
段
の
意
匠
の
配
慮

 

○
屋
外
階
段
が
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
場

合
に
は
，
建
築
物
本
体
と
同
系
色
に
す
る
，
本
体
と
同
系

統
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
し
て
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 

□
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見
で
き
る
位
置
に

配
置
す
る
場
合
に
は
，
屋
外
階
段
は
，
建
築
物
と
一
体
化

し
た
り
，
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
4
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
屋
外
設
備
を
目
立
た
せ
な
い
配
慮

 

○
給
水
塔
，
空
調
室
外
機
，
電
気
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
，
計
画

段
階
で
景
観
に
配
慮
し
た
配
置
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
囲

い
を
設
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
。

 

○
給
水
管
，
電
気
配
線
，
ダ
ク
ト
な
ど
が
，
や
む
を
得
ず
露

出
す
る
場
合
は
，
壁
面
と
同
系
色
と
す
る
，
植
裁
や
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫

を
す
る
。

 

□
建
築
設
備
は
，
建
築
物
と
一
体
化
し
た
り
，
囲
い
を
設
け

た
り
，
植
栽
や
ル
ー
バ
ー
で
覆
い
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
工
夫
を
し
た
り
，
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望

見
で
き
な
い
位
置
に
配
置
す
る
な
ど
，
整
然
と
し
た
ま
ち

な
み
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
，
屋
上
の

設
備
な
ど
の
見
え
方
に
配
慮
す
る
。

 

□
屋
根
や
屋
上
の
建
築
設
備
，
広
告
物
は
，
建
築
物
と
一
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持
っ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

ウ  色 彩  

ａ
）

 建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
着
色
し

て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，
ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ
れ
に
よ
り

難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア
ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  ■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲
（
マ
ン
セ
ル
値
）

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
（
Ｇ
Ｙ
，
Ｇ
，
Ｂ
Ｇ
，
Ｂ
，
Ｐ
Ｂ
，
Ｐ
，
Ｒ
Ｐ
）
の
場
合

 
２
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲

内
と
す
る
。
た
だ
し
，
着
色
し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，

ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア

ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
以
下

 

 
 

 
 

 

P
. 

2
6
 

ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
の
建
築
物
な

ど
と
類
似
し
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
8
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
～
２
．
５
Ｙ

の
場
合

 

５
～
９
程
度

 
４
程
度
以
下

 

２
．
６
Ｙ
～
１

０
Ｙ
の
場
合

 

２
程
度
以
下

 

Ｂ
～
Ｐ
Ｂ
の
場

合
 

２
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
１
程
度
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
～
２
．
５
Ｙ

の
場
合

 

５
～
９
程
度

 
４
程
度
以
下

 

２
．
６
Ｙ
～
１

０
Ｙ
の
場
合

 

２
程
度
以
下

 

Ｂ
～
Ｐ
Ｂ
の
場

合
 

２
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
１
程
度
以
下

 
 

 
 

 

P
. 

2
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
中
高
層
建
築
物

 

○
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
う
場
合
は
，
中
高
層
部
を
避
け
た
低
層
部
で

の
使
用
や
，
使
用
面
積
を
少
な
く
し
，
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
使
用
す
る
な
ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

□
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
，
低
層
部
で
の
使
用
や
，
使

用
面
積
を
少
な
く
し
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

□
大
規
模
工
業
施
設

 

○
大
規
模
工
場
の
敷
地
外
周
部
に
は
多
く
の
植
栽
が
設
け

ら
れ
て
お
り
，
周
辺
に
う
る
お
い
の
あ
る
景
観
を
与
え
て

い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
色
彩
は
，
こ
れ
ら
自
然
の
緑
と
の

調
和
に
も
配
慮
し
，
極
端
に
明
度
の
高
い
色
彩
の
使
用
は

避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

□
大
規
模
な
工
場
等
は
，
単
調
な
配
色
や
極
端
に
明
度
の
高

い
色
彩
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
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□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物

 

○
長
大
な
壁
面
で
は
，
単
調
な
雰
囲
気
や
威
圧
感
を
与
え
な

い
よ
う
，
色
彩
に
よ
る
分
節
や
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
効

果
的
な
使
用
な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物
は
，
色
彩
の
分
節
や
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
の
効
果
的
な
使
用
を
図
る
な
ど
，
威
圧
感
の

少
な
い
親
し
み
や
す
い
色
彩
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
耐
久
性
に
優
れ
，
時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込
む
素
材

の
使
用

 

○
タ
イ
ル
，
石
材
，
硬
質
の
木
材
な
ど
，
耐
久
性
が
高
く
時

間
と
と
も
に
趣
が
出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
耐
久
性
が
高
く
時
間
と
と
も
に
趣
が

出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
3
 

○
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
，
で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
な
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
で
き
る

限
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
も
の
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 
P
. 

3
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画
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価
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慮
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工
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上
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体
的
な
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の
内
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景
観
形
成
基
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オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

 
□
建
築
物
の
新
築
に
つ
い
て
は
，
敷
地
面
積
の

5
％
以
上
の

植
栽
，
花
壇
等
を
配
置
す
る
。

 

 
 

 
P
. 

3
4
 

●
緑
化
の
位
置
に
つ
い
て
の
配
慮

 

○
緑
化
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲

か
ら
よ
く
見
え
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

 

□
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲
か
ら
よ
く

見
え
る
部
分
を
中
心
に
，
緑
化
を
進
め
る
な
ど
，
潤
い
の

あ
る
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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5
 

●
地
域
の
気
候
，
風
土
へ
の
配
慮

 

○
植
物
の
良
好
な
生
育
に
は
，
そ
の
土
地
の
気
候
や
風
土
に

適
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
地
域
に
多
く
見
ら
れ

る
樹
種
を
選
定
す
る
な
ど
，
地
域
特
性
に
配
慮
し
て
緑
化

を
行
う
。

 

□
敷
地
内
に
は
，
生
育
環
境
に
合
っ
た
樹
木
の
植
栽
等
を
高

木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
，
潤

い
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 
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●
高
木
，
中
木
，
低
木
，
草
木
等
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮

 

○
高
木
や
中
低
木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
，
単
調
な
植
裁
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

●
周
囲
へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
緑
化

 

○
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
が
道
路
に
面
し
，
周
囲
に
圧
迫
感

を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
緑
化
や
，
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
周
囲
の
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
な
ど
，
周
辺
へ
の
圧
迫
感

を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
6
 

ｂ
）

 大
規
模
な
商
業
施
設
や
工
業
施

設
用
地
で
は
，
敷
地
外
周
部
の

緑
化
に
あ
た
り
，
周
辺
へ
の
景

観
的
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
大
規
模
商
業
施
設
で
の
緑
化
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
，
買
い
物
客
や
周
辺

住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
。

 

□
大
規
模
商
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
高
木
を
配
置
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
の
緩

和
や
買
い
物
客
や
周
辺
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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●
大
規
模
工
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
工
場
の
緩
衝
緑
地
帯
は
，
常
緑
樹
を
主
体
と
し
た
場
合
，

周
囲
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
，
配

置
や
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
で
き
る
限
り
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
規
模
工
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
（
緩
衝
緑
地
帯
）

に
，
高
木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
と

と
も
に
，
法
面
が
あ
る
場
合
は
，
低
木
や
芝
に
よ
る
緑
化

を
図
る
な
ど
，
開
放
的
で
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を

形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
あ
る
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。

  
 

 

P
. 

3
9
 

●
保
存
に
あ
た
っ
て
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
よ
う
配
慮

 

○
樹
木
が
地
域
の
景
観
資
源
と
な
る
よ
う
，
道
路
，
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

□
保
存
し
た
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
道
路
な
ど

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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景
観
形
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カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
沿
道
に
う
る
お
い
を
演
出
す
る
配
慮

 

○
人
通
り
の
多
い
通
り
沿
い
は
で
き
る
限
り
駐
車
場
の
出

入
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
，
緑
化
す
る
こ
と
で
，
沿

道
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
る
。

 

□
駐
車
場
の
出
入
口
は
，
沿
道
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
，

で
き
る
限
り
限
定
す
る
と
と
も
に
，
人
通
り
の
多
い
通
り

沿
い
の
出
入
口
は
で
き
る
限
り
設
置
し
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

●
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
る
地
域
に
お

い
て
は
，
道
路
に
接
す
る
部
分
に
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
に

合
わ
せ
た
門
や
塀
を
設
け
る
な
ど
，
ま
ち
な
み
を
整
え

る
。

 

□
駐
車
場
の
道
路
に
接
す
る
部
分
に
ま
ち
な
み
に
合
わ
せ

た
門
，
塀
や
生
垣
を
設
け
る
な
ど
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と

調
和
し
た
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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□
立
体
駐
車
場
を
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見

で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
場
合
は
，
接
道
部
（
車
の
出
入

口
を
除
く
）
や
敷
地
境
界
沿
い
を
，
防
犯
上
支
障
の
な
い

範
囲
で
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
，
樹
木
や
生
垣
等
の
植
栽

な
ど
に
よ
り
修
景
を
行
う
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

ｂ
）

 夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な

光
が
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
，
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て

照
明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮

 

○
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
，
照
明
の
配
置
や

向
き
，
光
量
，
光
の
色
な
ど
に
配
慮
す
る
。

 

○
夜
間
照
明
は
，
過
剰
な
光
の
散
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

間
接
照
明
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。
 □
夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
，
照
明
の
配
置
や
向
き
，
光
量
，
光
の
色

な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
間
接
照
明
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
3
 

●
景
観
特
性
に
調
和
し
た
照
明
の
配
慮

 

○
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演

出
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

□
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演
出
や
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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ｃ
）

 既
存
の
建
築
物
な
ど
が
周
辺
景

観
と
調
和
し
て
い
な
い
場
合
に

は
，
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
で

き
る
限
り
既
存
の
建
築
物
な
ど

も
合
わ
せ
て
周
辺
景
観
と
調
和

さ
せ
る
こ
と
。

 

●
既
存
建
築
物
の
外
観
変
更

 

○
周
辺
と
調
和
し
た
増
築
部
分
に
併
せ
，
既
存
建
築
物
の
形

態
・
外
観
，
色
彩
，
素
材
な
ど
を
修
景
す
る
。

 

□
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
既
存
建
築
物
の
形
態
・
外
観
，

色
彩
，
素
材
な
ど
の
修
景
を
行
う
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な
い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑

化
す
る
な
ど
，
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。
た

だ
し
，
既
存
建
築
物
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
，

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
5
 

●
緑
化
な
ど
に
よ
る
既
存
建
築
物
の
遮
へ
い

 

○
増
築
に
伴
う
外
構
工
事
に
併
せ
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な

い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑
化
な
ど
に
よ
り
遮
へ
い
す

る
。
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
⑥
商
業
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

緑
化
推
進
な
ど
に
よ
る
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
市
街
地
景
観
の
形
成
と
と
も
に
，
地
域
の
良
好
な
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
市
街
地
の
景
観
に
う
る
お
い
を
与
え
る
公
園
や
緑
地
の
整
備
，
道
路
の
修
景
な
ど
に
よ
り
，
地
域
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

 

・
駅
周
辺
や
近
隣
商
業
地
な
ど
，
地
域
の
中
心
的
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
，
事
業
者
と
周
辺
住
民
等
の
協
働
の
も
と
，
緑
化
の
促
進
や
街
路
灯
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
な
ど
に
よ
り
良
好
な
景
観
形
成
を
誘
導
し
ま
す
。

 

・
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
，
緑
化
の
促
進
な
ど
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”
，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”
，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
周
辺
の
建

築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き
る

限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
壁
面
後
退
な
ど
配
置
を
工
夫
す
る

な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

●
建
築
物
の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和

 

○
同
じ
高
さ
や
規
模
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
，
分
節
化
す
る

こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 □
建
築
物
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
を
図
る
た
め
，
建
築
物

の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
5
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
建
築
物
の

分
棟
化
や
高
さ
に
変
化
を
つ
け
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ｂ
）

 歴
史
的
ま
ち
な
み
や
街
路
景
観

の
整
っ
た
地
域
な
ど
地
域
景
観

の
特
徴
に
配
慮
し
た
形
態
，
外

観
と
す
る
こ
と
。

 

●
市
街
地
の
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
空
間
演
出

 

○
市
街
地
で
は
，
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
や
歩
行
者
の

休
憩
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
，
ゆ
と
り
と
賑
わ
い
の
あ

る
空
間
演
出
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
の
配
置
を
工
夫
し
，
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
で
，
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
や
歩
行
者
の

休
憩
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
，
ゆ
と
り
と
賑
わ
い
の
あ

る
空
間
演
出
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
3
 

ｃ
）

 外
壁
や
屋
上
に
設
け
る
設
備
，

屋
外
階
段
，
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
，

で
き
る
限
り
煩
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
，
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
屋
外
階
段
の
意
匠
の
配
慮

 

○
屋
外
階
段
が
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
場

合
に
は
，
建
築
物
本
体
と
同
系
色
に
す
る
，
本
体
と
同
系

統
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
し
て
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 

□
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見
で
き
る
位
置
に

配
置
す
る
場
合
に
は
，
屋
外
階
段
は
，
建
築
物
と
一
体
化

し
た
り
，
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
4
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
屋
外
設
備
を
目
立
た
せ
な
い
配
慮

 

○
給
水
塔
，
空
調
室
外
機
，
電
気
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
，
計
画

段
階
で
景
観
に
配
慮
し
た
配
置
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
囲

い
を
設
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
。

 

○
給
水
管
，
電
気
配
線
，
ダ
ク
ト
な
ど
が
，
や
む
を
得
ず
露

出
す
る
場
合
は
，
壁
面
と
同
系
色
と
す
る
，
植
裁
や
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫

を
す
る
。

 

□
建
築
設
備
は
，
建
築
物
と
一
体
化
し
た
り
，
囲
い
を
設
け

た
り
，
植
栽
や
ル
ー
バ
ー
で
覆
い
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
工
夫
を
し
た
り
，
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望

見
で
き
な
い
位
置
に
配
置
す
る
な
ど
，
整
然
と
し
た
ま
ち

な
み
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
，
屋
上
の

設
備
な
ど
の
見
え
方
に
配
慮
す
る
。

 

□
屋
根
や
屋
上
の
建
築
設
備
，
広
告
物
は
，
建
築
物
と
一
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持
っ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

ウ  色 彩  

ａ
）

 建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
着
色

し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，
ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ
れ
に

よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア
ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い

て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  ■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲
（
マ
ン
セ
ル
値
）

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
（
Ｇ
Ｙ
，
Ｇ
，
Ｂ
Ｇ
，
Ｂ
，
Ｐ
Ｂ
，
Ｐ
，
Ｒ
Ｐ
）
の
場

合
 

２
以
下

 

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲

内
と
す
る
。
た
だ
し
，
着
色
し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，

ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア

ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場

合
 

６
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
以
下

 

 
 

 
 

 

P
. 

2
6
 

ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
の
建
築
物
な

ど
と
類
似
し
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
中
高
層
建
築
物

 

○
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
う
場
合
は
，
中
高
層
部
を
避
け
た
低
層
部
で

の
使
用
や
，
使
用
面
積
を
少
な
く
し
，
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
使
用
す
る
な
ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

□
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
，
低
層
部
で
の
使
用
や
，
使

用
面
積
を
少
な
く
し
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

□
大
規
模
工
業
施
設

 

○
大
規
模
工
場
の
敷
地
外
周
部
に
は
多
く
の
植
栽
が
設
け

ら
れ
て
お
り
，
周
辺
に
う
る
お
い
の
あ
る
景
観
を
与
え
て

い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
色
彩
は
，
こ
れ
ら
自
然
の
緑
と
の

調
和
に
も
配
慮
し
，
極
端
に
明
度
の
高
い
色
彩
の
使
用
は

避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

□
大
規
模
な
工
場
等
は
，
単
調
な
配
色
や
極
端
に
明
度
の
高

い
色
彩
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
8
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物

 

○
長
大
な
壁
面
で
は
，
単
調
な
雰
囲
気
や
威
圧
感
を
与
え
な

い
よ
う
，
色
彩
に
よ
る
分
節
や
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
効

果
的
な
使
用
な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物
は
，
色
彩
の
分
節
や
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
の
効
果
的
な
使
用
を
図
る
な
ど
，
威
圧
感
の

少
な
い
親
し
み
や
す
い
色
彩
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
8
 

●
ア
ク
セ
ン
ト
色
の
使
用
に
対
す
る
配
慮

 

○
ア
ク
セ
ン
ト
色
を
使
用
す
る
場
合
に
は
，
外
観
に
使
用
す

る
他
の
色
彩
（
基
調
色
）
と
の
調
和
や
，
使
用
す
る
量
の

バ
ラ
ン
ス
を
工
夫
す
る
。

 

○
商
業
地
な
ど
で
は
，
低
層
部
な
ど
に
ア
ク
セ
ン
ト
色
を
活

用
す
る
な
ど
ま
ち
な
み
に
彩
り
を
加
え
る
こ
と
で
，
賑
わ

い
を
演
出
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
な
ど
を
積

極
的
に
用
い
る
な
ど
，
ま
ち
な
み
に
彩
り
を
加
え
る
こ
と

で
，
賑
わ
い
を
演
出
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
1
 

エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
耐
久
性
に
優
れ
，
時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込
む
素
材

の
使
用

 

○
タ
イ
ル
，
石
材
，
硬
質
の
木
材
な
ど
，
耐
久
性
が
高
く
時

間
と
と
も
に
趣
が
出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
耐
久
性
が
高
く
時
間
と
と
も
に
趣
が

出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
3
 

○
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
，
で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
な
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
で
き
る

限
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
も
の
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 
P
. 

3
3
 

オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

 
□
建
築
物
の
新
築
に
つ
い
て
は
，
敷
地
面
積
の

5
％
以
上
の

植
栽
，
花
壇
等
を
配
置
す
る
。

 

 
 

 
P
. 

3
4
 

●
緑
化
の
位
置
に
つ
い
て
の
配
慮

 

○
緑
化
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲

か
ら
よ
く
見
え
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

 

□
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲
か
ら
よ
く

見
え
る
部
分
を
中
心
に
，
緑
化
を
進
め
る
な
ど
，
潤
い
の

あ
る
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
5
 

●
地
域
の
気
候
，
風
土
へ
の
配
慮

 

○
植
物
の
良
好
な
生
育
に
は
，
そ
の
土
地
の
気
候
や
風
土
に

適
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
地
域
に
多
く
見
ら
れ

る
樹
種
を
選
定
す
る
な
ど
，
地
域
特
性
に
配
慮
し
て
緑
化

を
行
う
。

 

□
敷
地
内
に
は
，
生
育
環
境
に
合
っ
た
樹
木
の
植
栽
等
を
高

木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
，
潤

い
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

3
6
 

●
高
木
，
中
木
，
低
木
，
草
木
等
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮

 

○
高
木
や
中
低
木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
，
単
調
な
植
裁
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

●
周
囲
へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
緑
化

 

○
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
が
道
路
に
面
し
，
周
囲
に
圧
迫
感

を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
緑
化
や
，
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
周
囲
の
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
な
ど
，
周
辺
へ
の
圧
迫
感

を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
6
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

ｂ
）

 大
規
模
な
商
業
施
設
や
工
業
施

設
用
地
で
は
，
敷
地
外
周
部
の

緑
化
に
あ
た
り
，
周
辺
へ
の
景

観
的
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
大
規
模
商
業
施
設
で
の
緑
化
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
，
買
い
物
客
や
周
辺

住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
。

 

□
大
規
模
商
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
高
木
を
配
置
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
の
緩

和
や
買
い
物
客
や
周
辺
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
7
 

●
大
規
模
工
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
工
場
の
緩
衝
緑
地
帯
は
，
常
緑
樹
を
主
体
と
し
た
場
合
，

周
囲
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
，
配

置
や
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
で
き
る
限
り
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
規
模
工
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
（
緩
衝
緑
地
帯
）

に
，
高
木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
と

と
も
に
，
法
面
が
あ
る
場
合
は
，
低
木
や
芝
に
よ
る
緑
化

を
図
る
な
ど
，
開
放
的
で
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を

形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
8
 

ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
あ
る
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。

  
 

 

P
. 

3
9
 

●
保
存
に
あ
た
っ
て
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
よ
う
配
慮

 

○
樹
木
が
地
域
の
景
観
資
源
と
な
る
よ
う
，
道
路
，
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

□
保
存
し
た
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
道
路
な
ど

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
0
 

カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
沿
道
に
う
る
お
い
を
演
出
す
る
配
慮

 

○
人
通
り
の
多
い
通
り
沿
い
は
で
き
る
限
り
駐
車
場
の
出

入
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
，
緑
化
す
る
こ
と
で
，
沿

道
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
る
。

 

□
駐
車
場
の
出
入
口
は
，
沿
道
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
，

で
き
る
限
り
限
定
す
る
と
と
も
に
，
人
通
り
の
多
い
通
り

沿
い
の
出
入
口
は
で
き
る
限
り
設
置
し
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

●
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
る
地
域
に
お

い
て
は
，
道
路
に
接
す
る
部
分
に
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
に

合
わ
せ
た
門
や
塀
を
設
け
る
な
ど
，
ま
ち
な
み
を
整
え

る
。

 

□
駐
車
場
の
道
路
に
接
す
る
部
分
に
ま
ち
な
み
に
合
わ
せ

た
門
，
塀
や
生
垣
を
設
け
る
な
ど
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と

調
和
し
た
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

 
□
立
体
駐
車
場
を
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見

で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
場
合
は
，
接
道
部
（
車
の
出
入

口
を
除
く
）
や
敷
地
境
界
沿
い
を
，
防
犯
上
支
障
の
な
い

範
囲
で
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
，
樹
木
や
生
垣
等
の
植
栽

な
ど
に
よ
り
修
景
を
行
う
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

ｂ
）

 夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な

光
が
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
，
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て

照
明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮

 

○
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
，
照
明
の
配
置
や

向
き
，
光
量
，
光
の
色
な
ど
に
配
慮
す
る
。

 

○
夜
間
照
明
は
，
過
剰
な
光
の
散
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

間
接
照
明
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。
 □
夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
，
照
明
の
配
置
や
向
き
，
光
量
，
光
の
色

な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
間
接
照
明
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
3
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景
観
上
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具
体
的
な
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内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 
 

 
●
景
観
特
性
に
調
和
し
た
照
明
の
配
慮

 

○
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演

出
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

□
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演
出
や
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
4
 

ｃ
）

 既
存
の
建
築
物
な
ど
が
周
辺
景

観
と
調
和
し
て
い
な
い
場
合
に

は
，
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
で

き
る
限
り
既
存
の
建
築
物
な
ど

も
合
わ
せ
て
周
辺
景
観
と
調
和

さ
せ
る
こ
と
。

 

●
既
存
建
築
物
の
外
観
変
更

 

○
周
辺
と
調
和
し
た
増
築
部
分
に
併
せ
，
既
存
建
築
物
の
形

態
・
外
観
，
色
彩
，
素
材
な
ど
を
修
景
す
る
。

 

□
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
既
存
建
築
物
の
形
態
・
外
観
，

色
彩
，
素
材
な
ど
の
修
景
を
行
う
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な
い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑

化
す
る
な
ど
，
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。
た

だ
し
，
既
存
建
築
物
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
，

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 
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●
緑
化
な
ど
に
よ
る
既
存
建
築
物
の
遮
へ
い

 

○
増
築
に
伴
う
外
構
工
事
に
併
せ
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な

い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑
化
な
ど
に
よ
り
遮
へ
い
す

る
。
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
⑦
工
業
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

緑
化
推
進
な
ど
に
よ
る
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
市
街
地
景
観
の
形
成
と
と
も
に
，
地
域
の
良
好
な
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
市
街
地
の
景
観
に
う
る
お
い
を
与
え
る
公
園
や
緑
地
の
整
備
，
道
路
の
修
景
な
ど
に
よ
り
，
地
域
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

 

・
駅
周
辺
や
近
隣
商
業
地
な
ど
，
地
域
の
中
心
的
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
，
事
業
者
と
周
辺
住
民
等
の
協
働
の
も
と
，
緑
化
の
促
進
や
街
路
灯
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
な
ど
に
よ
り
良
好
な
景
観
形
成
を
誘
導
し
ま
す
。

 

・
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
，
緑
化
の
促
進
な
ど
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

 注
）

 
 

 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”
，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”
，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
周
辺
の
建

築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き
る

限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
壁
面
後
退
な
ど
配
置
を
工
夫
す
る

な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

●
建
築
物
の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和

 

○
同
じ
高
さ
や
規
模
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
，
分
節
化
す
る

こ
と
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 □
建
築
物
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
を
図
る
た
め
，
建
築
物

の
分
節
化
に
よ
る
規
模
の
緩
和
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
5
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
鈴
鹿
山
脈
・
山
麓
の
山
な
み
・
稜
線
や
里
山

の
樹
林
地
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
建
築
物
の

分
棟
化
や
高
さ
に
変
化
を
つ
け
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ｂ
）

 歴
史
的
ま
ち
な
み
や
街
路
景
観

の
整
っ
た
地
域
な
ど
地
域
景
観

の
特
徴
に
配
慮
し
た
形
態
，
外

観
と
す
る
こ
と
。

 

●
市
街
地
の
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
空
間
演
出

 

○
市
街
地
で
は
，
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
や
歩
行
者
の

休
憩
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
，
ゆ
と
り
と
賑
わ
い
の
あ

る
空
間
演
出
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
の
配
置
を
工
夫
し
，
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
で
，
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
や
歩
行
者
の

休
憩
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
，
ゆ
と
り
と
賑
わ
い
の
あ

る
空
間
演
出
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
3
 

ｃ
）

 外
壁
や
屋
上
に
設
け
る
設
備
，

屋
外
階
段
，
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
，

で
き
る
限
り
煩
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
，
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
屋
外
階
段
の
意
匠
の
配
慮

 

○
屋
外
階
段
が
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
場

合
に
は
，
建
築
物
本
体
と
同
系
色
に
す
る
，
本
体
と
同
系

統
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
し
て
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 

□
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見
で
き
る
位
置
に

配
置
す
る
場
合
に
は
，
屋
外
階
段
は
，
建
築
物
と
一
体
化

し
た
り
，
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
全
体
的
に
統
一
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
4
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の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
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評
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配
慮
又
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工
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内
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適
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景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
屋
外
設
備
を
目
立
た
せ
な
い
配
慮

 

○
給
水
塔
，
空
調
室
外
機
，
電
気
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
，
計
画

段
階
で
景
観
に
配
慮
し
た
配
置
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
囲

い
を
設
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
。

 

○
給
水
管
，
電
気
配
線
，
ダ
ク
ト
な
ど
が
，
や
む
を
得
ず
露

出
す
る
場
合
は
，
壁
面
と
同
系
色
と
す
る
，
植
裁
や
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
な
ど
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫

を
す
る
。

 

□
建
築
設
備
は
，
建
築
物
と
一
体
化
し
た
り
，
囲
い
を
設
け

た
り
，
植
栽
や
ル
ー
バ
ー
で
覆
い
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
工
夫
を
し
た
り
，
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望

見
で
き
な
い
位
置
に
配
置
す
る
な
ど
，
整
然
と
し
た
ま
ち

な
み
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
5
 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
よ
う
，
屋
上
の

設
備
な
ど
の
見
え
方
に
配
慮
す
る
。

 

□
屋
根
や
屋
上
の
建
築
設
備
，
広
告
物
は
，
建
築
物
と
一
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
統
一
感
を
持
っ
た
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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ウ  色 彩  

ａ
）

 建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
着
色
し

て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，
ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ
れ
に
よ
り

難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア
ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  ■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲
（
マ
ン
セ
ル
値
）

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
（
Ｇ
Ｙ
，
Ｇ
，
Ｂ
Ｇ
，
Ｂ
，
Ｐ
Ｂ
，
Ｐ
，
Ｒ
Ｐ
）
の
場
合

 
２
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
以
下
に
示
す
範
囲

内
と
す
る
。
た
だ
し
，
着
色
し
て
い
な
い
木
材
，
土
壁
，

ガ
ラ
ス
等
の
色
彩
又
は
建
築
物
等
の
一
壁
面
の
面
積
（
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
見
付
面
積
）
の

1
0
％
程
度
で
ア

ク
セ
ン
ト
色
と
し
て
用
い
る
色
彩
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

■
外
壁
の
使
用
可
能
な
色
彩
の
範
囲

 

使
用
す
る
色
相

 
使
用
可
能
な
彩
度

 

Ｒ
，
Ｙ
Ｒ
，
Ｙ
の
場
合

 
６
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
以
下

 

 
 

 
 

 

P
. 

2
6
 

ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
の
建
築
物
な

ど
と
類
似
し
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
６
～
９
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５
Ｙ

の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

Ｂ
～
Ｐ
Ｂ
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
１
程
度
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
６
～
９
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５
Ｙ

の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

Ｂ
～
Ｐ
Ｂ
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
１
程
度
以
下

 
 

 
 

 

P
. 

2
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的
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形
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
中
高
層
建
築
物

 

○
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
う
場
合
は
，
中
高
層
部
を
避
け
た
低
層
部
で

の
使
用
や
，
使
用
面
積
を
少
な
く
し
，
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
使
用
す
る
な
ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

□
中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
，
明
度
の
低
い
色
（
こ
げ
茶
色

な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
，
低
層
部
で
の
使
用
や
，
使

用
面
積
を
少
な
く
し
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
，
色
づ
か
い
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
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□
大
規
模
工
業
施
設

 

○
大
規
模
工
場
の
敷
地
外
周
部
に
は
多
く
の
植
栽
が
設
け

ら
れ
て
お
り
，
周
辺
に
う
る
お
い
の
あ
る
景
観
を
与
え
て

い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
色
彩
は
，
こ
れ
ら
自
然
の
緑
と
の

調
和
に
も
配
慮
し
，
極
端
に
明
度
の
高
い
色
彩
の
使
用
は

避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

 

□
大
規
模
な
工
場
等
は
，
単
調
な
配
色
や
極
端
に
明
度
の
高

い
色
彩
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
。
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□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物

 

○
長
大
な
壁
面
で
は
，
単
調
な
雰
囲
気
や
威
圧
感
を
与
え
な

い
よ
う
，
色
彩
に
よ
る
分
節
や
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の
効

果
的
な
使
用
な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

□
長
大
な
壁
面
を
持
つ
建
築
物
は
，
色
彩
の
分
節
や
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
の
効
果
的
な
使
用
を
図
る
な
ど
，
威
圧
感
の

少
な
い
親
し
み
や
す
い
色
彩
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
耐
久
性
に
優
れ
，
時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込
む
素
材

の
使
用

 

○
タ
イ
ル
，
石
材
，
硬
質
の
木
材
な
ど
，
耐
久
性
が
高
く
時

間
と
と
も
に
趣
が
出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
耐
久
性
が
高
く
時
間
と
と
も
に
趣
が

出
る
素
材
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 

P
. 
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○
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
，
で
き
る
限
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
な
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
素
材
は
，
劣
化
や
汚
れ
の
防
止
の
た
め
で
き
る

限
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
も
の
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 
P
. 
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オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

 
□
建
築
物
の
新
築
に
つ
い
て
は
，
敷
地
面
積
の

5
％
以
上
の

植
栽
，
花
壇
等
を
配
置
す
る
。

 

 
 

 
P
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●
緑
化
の
位
置
に
つ
い
て
の
配
慮

 

○
緑
化
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲

か
ら
よ
く
見
え
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

 

□
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
面
す
る
な
ど
，
周
囲
か
ら
よ
く

見
え
る
部
分
を
中
心
に
，
緑
化
を
進
め
る
な
ど
，
潤
い
の

あ
る
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
5
 

●
地
域
の
気
候
，
風
土
へ
の
配
慮

 

○
植
物
の
良
好
な
生
育
に
は
，
そ
の
土
地
の
気
候
や
風
土
に

適
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
地
域
に
多
く
見
ら
れ

る
樹
種
を
選
定
す
る
な
ど
，
地
域
特
性
に
配
慮
し
て
緑
化

を
行
う
。

 

□
敷
地
内
に
は
，
生
育
環
境
に
合
っ
た
樹
木
の
植
栽
等
を
高

木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
，
潤

い
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

3
6
 

●
高
木
，
中
木
，
低
木
，
草
木
等
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮

 

○
高
木
や
中
低
木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
，
単
調
な
植
裁
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

   



89 

 

 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
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上
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具
体
的
な
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慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
囲
へ
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
緑
化

 

○
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
が
道
路
に
面
し
，
周
囲
に
圧
迫
感

を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
緑
化
や
，
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
周
囲
の
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

□
大
規
模
な
施
設
で
は
，
前
面
に
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
を
行
う
な
ど
，
周
辺
へ
の
圧
迫
感

を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
6
 

ｂ
）

 大
規
模
な
商
業
施
設
や
工
業
施

設
用
地
で
は
，
敷
地
外
周
部
の

緑
化
に
あ
た
り
，
周
辺
へ
の
景

観
的
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
大
規
模
商
業
施
設
で
の
緑
化
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
，
買
い
物
客
や
周
辺

住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
。

 

□
大
規
模
商
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
高
木
を
配
置
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
の
緩

和
や
買
い
物
客
や
周
辺
住
民
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
7
 

●
大
規
模
工
業
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
配
慮

 

○
工
場
の
緩
衝
緑
地
帯
は
，
常
緑
樹
を
主
体
と
し
た
場
合
，

周
囲
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
，
配

置
や
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
で
き
る
限
り
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
規
模
工
業
施
設
で
は
，
敷
地
外
周
部
（
緩
衝
緑
地
帯
）

に
，
高
木
，
中
木
，
低
木
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
と

と
も
に
，
法
面
が
あ
る
場
合
は
，
低
木
や
芝
に
よ
る
緑
化

を
図
る
な
ど
，
開
放
的
で
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を

形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
8
 

ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
あ
る
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
。

  
 

 

P
. 

3
9
 

●
保
存
に
あ
た
っ
て
は
，
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え

る
よ
う
配
慮

 

○
樹
木
が
地
域
の
景
観
資
源
と
な
る
よ
う
，
道
路
，
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

□
保
存
し
た
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
道
路
な
ど

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
0
 

カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
沿
道
に
う
る
お
い
を
演
出
す
る
配
慮

 

○
人
通
り
の
多
い
通
り
沿
い
は
で
き
る
限
り
駐
車
場
の
出

入
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
，
緑
化
す
る
こ
と
で
，
沿

道
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
る
。

 

 

□
駐
車
場
の
出
入
口
は
，
沿
道
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
，

で
き
る
限
り
限
定
す
る
と
と
も
に
，
人
通
り
の
多
い
通
り

沿
い
の
出
入
口
は
で
き
る
限
り
設
置
し
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

●
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
る
地
域
に
お

い
て
は
，
道
路
に
接
す
る
部
分
に
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
に

合
わ
せ
た
門
や
塀
を
設
け
る
な
ど
，
ま
ち
な
み
を
整
え

る
。

 

□
駐
車
場
の
道
路
に
接
す
る
部
分
に
ま
ち
な
み
に
合
わ
せ

た
門
，
塀
や
生
垣
を
設
け
る
な
ど
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と

調
和
し
た
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
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□
立
体
駐
車
場
を
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
望
見

で
き
る
位
置
に
配
置
す
る
場
合
は
，
接
道
部
（
車
の
出
入

口
を
除
く
）
や
敷
地
境
界
沿
い
を
，
防
犯
上
支
障
の
な
い

範
囲
で
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
，
樹
木
や
生
垣
等
の
植
栽

な
ど
に
よ
り
修
景
を
行
う
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
 

ｂ
）

 夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な

光
が
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
，
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て

照
明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
な
配
慮

 

○
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
し
な
い
よ
う
，
照
明
の
配
置
や

向
き
，
光
量
，
光
の
色
な
ど
に
配
慮
す
る
。

 

○
夜
間
照
明
は
，
過
剰
な
光
の
散
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

間
接
照
明
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。
 □
夜
間
の
屋
外
照
明
は
，
過
剰
な
光
が
周
囲
に
散
乱
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
，
照
明
の
配
置
や
向
き
，
光
量
，
光
の
色

な
ど
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
間
接
照
明
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
3
 

●
景
観
特
性
に
調
和
し
た
照
明
の
配
慮

 

○
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演

出
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

□
景
観
特
性
に
応
じ
た
照
明
方
法
に
よ
り
，
趣
の
演
出
や
賑

わ
い
の
創
出
な
ど
を
工
夫
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
4
 

ｃ
）

 既
存
の
建
築
物
な
ど
が
周
辺
景

観
と
調
和
し
て
い
な
い
場
合
に

は
，
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
で

き
る
限
り
既
存
の
建
築
物
な
ど

も
合
わ
せ
て
周
辺
景
観
と
調
和

さ
せ
る
こ
と
。

 

●
既
存
建
築
物
の
外
観
変
更

 

○
周
辺
と
調
和
し
た
増
築
部
分
に
併
せ
，
既
存
建
築
物
の
形

態
・
外
観
，
色
彩
，
素
材
な
ど
を
修
景
す
る
。

 

□
増
築
な
ど
を
行
う
際
に
，
既
存
建
築
物
の
形
態
・
外
観
，

色
彩
，
素
材
な
ど
の
修
景
を
行
う
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な
い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑

化
す
る
な
ど
，
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。
た

だ
し
，
既
存
建
築
物
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
，

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
5
 

●
緑
化
な
ど
に
よ
る
既
存
建
築
物
の
遮
へ
い

 

○
増
築
に
伴
う
外
構
工
事
に
併
せ
，
周
辺
と
調
和
し
て
い
な

い
既
存
建
築
物
の
前
面
を
緑
化
な
ど
に
よ
り
遮
へ
い
す

る
。

 

      
 

              



91 

 

 

景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
軸

 
①
河
川
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

河
川
が
も
た
ら
す
水
辺
景
観
は
，
市
民
の
生
活
に
う
る
お
い
を
与
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
，
そ
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
と
も
に
，
市
民
に
親
し
ま
れ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
護
岸
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
河
川
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。

 

・
周
辺
の
建
築
物
な
ど
は
，
河
川
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
，
生
態
系
の
保
全
や
水
質
の
改
善
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
，
河
川
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
対
岸
か
ら
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，

周
辺
の
建
築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に
す
る
。

  
 

 

P
. 

1
2
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
対
岸
か
ら
の
眺
望
景
観
に
配
慮
し
，
建
築
物
を
分
棟
化
す

る
な
ど
，
開
放
感
と
広
が
り
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

  
 

 

P
. 

1
7
 

ｄ
）

 文
化
財
や
歴
史
的
ま
ち
な
み
，

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
な
ど
の
景
観

資
源
に
近
接
す
る
場
合
に
は
，

そ
の
景
観
保
全
に
配
慮
し
た
配

置
，
規
模
と
す
る
こ
と
。

 

●
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
景
観
を
阻
害
し
な
い
配
慮

 

○
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
文
化
財
な
ど
の
景
観
資
源
に

近
接
す
る
場
合
は
，
高
さ
を
抑
え
る
，
で
き
る
限
り
離
し

て
配
置
す
る
な
ど
，
地
域
を
特
徴
づ
け
る
景
観
を
阻
害
し

な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
・
工
作
物
は
，
河
川
敷
か
ら
で
き
る
限
り
離
し
て

配
置
す
る
な
ど
，
の
び
や
か
な
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
8
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ａ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
，
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の

あ
る
形
態
，
外
観
と
す
る
こ
と
。
 ●
周
辺
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
な
屋
根
形
状

 

○
背
景
と
な
る
山
な
み
な
ど
と
調
和
す
る
よ
う
に
，
屋
根
形

状
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
一

体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
勾
配
屋
根
を
採
用
す
る
な
ど
，
河
川
の
自
然

的
環
境
と
調
和
し
た
屋
根
形
状
と
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
1
 

●
地
形
と
の
一
体
性
に
配
慮
し
た
形
態
，
外
観

 

○
建
築
物
形
態
を
地
形
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
，
周
辺
の

自
然
的
景
観
と
の
一
体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
現
在
の
地
形
を
活
か
し
た
形
態
・
外
観
と
す
る
な
ど
，
地

形
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
1
 

ウ  色 彩  

ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
山
な
み
や
田
園
な

ど
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
9
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
８
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 
 

 
 

 

P
. 

2
9
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
山
地
・
農
地
・
河
川

 

○
（
略
）
大
規
模
な
建
築
物
等
に
用
い
た
場
合
，
周
囲
に
威

圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
，
大
規
模
な
建
築
物
等
で
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う

な
色
彩
の
使
用
は
控
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

□
大
規
模
な
建
築
物
は
，
明
度
５
を
下
回
る
よ
う
な
色
彩
の

使
用
を
控
え
，
周
囲
に
威
圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
9
 

エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
自
然
的
景
観
が
広
が
る
場
所
で
は
，
で
き
る
限
り
石
材
，

木
材
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
自
然
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
，

周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
2
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
軸

 
②
海
岸
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

伊
勢
湾
に
面
す
る
本
市
の
海
岸
は
，
伊
勢
の
海
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
，
特
徴
あ
る
海
岸
景
観
を
多
数
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
市
民
に
広
く
親
し
ま
れ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
海
に
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
，
周
辺
の
公
園
と
海
岸
と
の
一
体
性
を
高
め
る
な
ど
，
特
徴
あ
る
海
岸
景
観
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

 

・
護
岸
な
ど
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
国
・
県
へ
働
き
か
け
ま
す
。

 

・
周
辺
の
建
築
物
な
ど
は
，
海
岸
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，

や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，

景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
高
さ
と
の
調
和

 

○
広
が
り
の
あ
る
自
然
的
景
観
と
調
和
し
，
周
辺
の
建
築
物

か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
と
す
る
。

 

○
特
に
背
景
の
山
な
み
の
稜
線
や
里
山
の
樹
林
地
へ
の
眺

望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
海
へ
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
，
周
辺

の
建
築
物
か
ら
著
し
く
突
出
し
な
い
高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
2
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を

妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す
る

こ
と
。

 

●
背
景
と
な
る
自
然
的
景
観
資
源
へ
の
眺
望
の
確
保

 

○
山
な
み
や
広
が
り
の
あ
る
茶
畑
な
ど
の
地
域
景
観
資
源

を
で
き
る
だ
け
遮
へ
い
し
な
い
よ
う
，
分
棟
化
や
高
さ
に

変
化
を
つ
け
る
な
ど
，
背
景
の
見
え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
長
大
な
外
壁
面
は
避
け
，
建
築
物
を
分
棟
化
し
て
海
へ
の

眺
望
視
線
を
確
保
す
る
な
ど
，
明
る
く
開
放
感
と
広
が
り

の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
7
 

ｄ
）

 文
化
財
や
歴
史
的
ま
ち
な
み
，

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
な
ど
の
景
観

資
源
に
近
接
す
る
場
合
に
は
，

そ
の
景
観
保
全
に
配
慮
し
た
配

置
，
規
模
と
す
る
こ
と
。

 

●
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
景
観
を
阻
害
し
な
い
配
慮

 

○
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
文
化
財
な
ど
の
景
観
資
源
に

近
接
す
る
場
合
は
，
高
さ
を
抑
え
る
，
で
き
る
限
り
離
し

て
配
置
す
る
な
ど
，
地
域
を
特
徴
づ
け
る
景
観
を
阻
害
し

な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
大
き
く
成
長
し
た
松
林
や
松
並
木
の
周
辺
に
立
地
す
る

建
築
物
・
工
作
物
は
，
松
林
等
か
ら
一
定
距
離
を
離
し
，

見
え
方
に
配
慮
し
た
形
態
に
す
る
な
ど
，
松
林
等
が
映
え

る
よ
う
な
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
8
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ａ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
，
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の

あ
る
形
態
，
外
観
と
す
る
こ
と
。
 ●
周
辺
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
な
屋
根
形
状

 

○
背
景
と
な
る
山
な
み
な
ど
と
調
和
す
る
よ
う
に
，
屋
根
形

状
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
一

体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
勾
配
屋
根
を
採
用
す
る
な
ど
，
海
岸
の
自
然

的
環
境
と
調
和
し
た
屋
根
形
状
と
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

2
1
 

●
地
形
と
の
一
体
性
に
配
慮
し
た
形
態
，
外
観

 

○
建
築
物
形
態
を
地
形
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
，
周
辺
の

自
然
的
景
観
と
の
一
体
感
を
確
保
す
る
。

 

□
現
在
の
地
形
を
活
か
し
た
形
態
・
外
観
と
す
る
な
ど
，
地

形
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
1
 

ウ  色 彩  

ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
周
辺
の
建
築
物
な
ど
と
類
似
し
た
色
彩
や
，
山
な
み
や
田

園
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
山
な
み
や
田
園
な

ど
の
自
然
的
景
観
を
損
な
わ
な
い
色
彩
を
使
用
す
る
な

ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
0
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
９
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 
 

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
５
～
９
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
２
程
度
以
下

 
 

 
 

 

P
. 

3
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●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
海
岸

 

○
大
規
模
な
建
築
物
等
は
，
明
る
く
開
放
的
な
海
岸
景
観
に

な
じ
ん
だ
色
彩
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
，
海
，
砂
浜
な
ど
の
自
然
の
色
と
の
類
似
調
和
を
基
本

と
し
，
こ
れ
ら
の
自
然
的
景
観
を
阻
害
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
，
建
築
物
な
ど
の
色
彩
は
控
え
め
に
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

 

□
大
規
模
な
建
築
物
は
，
海
，
砂
浜
な
ど
の
自
然
の
色
と
の

類
似
調
和
を
基
本
と
し
，
こ
れ
ら
の
自
然
的
景
観
を
阻
害

し
な
い
よ
う
，
色
彩
を
控
え
め
に
す
る
よ
う
に
配
慮
す

る
。

 

 
 

 

P
. 

3
0
 

エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
自
然
的
景
観
が
広
が
る
場
所
で
は
，
で
き
る
限
り
石
材
，

木
材
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
自
然
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
，

周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
2
 

オ  緑 化  

ｃ
）

 敷
地
内
に
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の

優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，

で
き
る
限
り
保
存
し
，
修
景
に

活
か
す
こ
と
。

 

●
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
る
よ
う
に
建
築
物
な
ど
の

配
置
に
配
慮

 

○
樹
姿
ま
た
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
，
樹
木

を
保
存
で
き
る
よ
う
，
建
築
物
等
の
規
模
や
配
置
に
配
慮

す
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
は
，
敷
地
内
で
移

植
し
，
修
景
に
活
か
す
配
慮
を
す
る
。

 

□
敷
地
内
に
松
林
等
が
あ
る
場
合
は
，
そ
の
適
切
な
維
持
管

理
を
図
る
な
ど
，
美
し
い
風
致
景
観
を
維
持
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
9
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
軸

 
③
幹
線
道
路
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

幹
線
道
路
及
び
周
辺
の
景
観
は
市
民
や
来
訪
者
に
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
印
象
づ
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
，
道
路
本
体
の
修
景
と
と
も
に
，
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
の
も
と
，
良
好
な
沿
道
景
観
の
保
全
・
創
出
を
進
め
ま
す
。
 

・
無
電
柱
化
，
歩
道
の
美
装
化
，
街
路
樹
の
適
正
な
配
置
や
維
持
管
理
等
の
手
法
に
よ
り
道
路
の
景
観
整
備
に
努
め
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
，
幹
線
道
路
へ
の
花
植
え
・
清
掃
な
ど
の
景
観
形
成
活
動
を
通
じ
て
，
良
好
な
沿
道
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
の
も
と
，
看
板
類
の
適
正
な
掲
示
や
緑
化
の
推
進
な
ど
，
良
好
な
沿
道
景
観
の
保
全
・
創
出
に
向
け
た
ル
ー
ル
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 

・
高
速
道
路
な
ど
は
，
道
路
外
部
か
ら
の
見
え
方
を
含
め
，
周
辺
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”
，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”
，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ａ
）

 山
な
み
や
田
園
の
広
が
り
な

ど
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
配
置
，
規
模

と
す
る
こ
と
。

 

●
規
模
の
大
き
さ
を
緩
和
さ
せ
る
よ
う
な
ゆ
と
り

 

○
田
園
な
ど
景
観
に
広
が
り
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
，
幹
線

道
路
に
面
す
る
敷
地
で
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
す
る
た

め
，
で
き
る
限
り
壁
面
を
後
退
さ
せ
る
。

 

□
田
園
景
観
が
広
が
り
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
，
建
築
物
の

壁
面
を
後
退
さ
せ
る
な
ど
，
ゆ
と
り
が
あ
り
街
路
の
広
が

り
が
感
じ
ら
れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
3
 

ｂ
）

 周
辺
の
ま
ち
な
み
か
ら
で
き

る
限
り
突
出
し
な
い
配
置
，
規

模
と
す
る
こ
と
。

 

●
壁
面
後
退
に
よ
る
違
和
感
や
圧
迫
感
の
緩
和

 

○
高
さ
や
規
模
が
周
辺
か
ら
突
出
す
る
場
合
に
は
，
建
築
物

全
体
や
高
層
部
の
壁
面
後
退
な
ど
に
よ
り
建
築
物
の
見

え
方
を
工
夫
す
る
。

 

□
高
架
道
路
は
，
周
辺
に
威
圧
感
や
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
周
辺
の
環
境
と
調
和
す
る
よ

う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
4
 

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望

を
妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す

る
こ
と
。

 

●
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
の
確
保

 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
見
え
る
眺
望
を
遮
ら
な
い
よ
う
に
，

建
築
物
及
び
工
作
物
の
規
模
，
高
さ
に
配
慮
す
る
。

 

□
携
帯
電
話
基
地
局
の
設
置
場
所
は
，
幹
線
道
路
沿
い
を
避

け
て
配
置
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
6
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
拠
点

 
②
駅
前
商
業
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

商
業
地
の
特
性
を
活
か
し
た
良
好
な
景
観
の
創
出
を
目
指
し
，
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
，
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
白
子
駅
周
辺
で
は
，
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
型
商
業
拠
点
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
と
も
に
，
伊
勢
街
道
沿
い
の
歴
史
・
文
化
や
海
辺
に
最
も
近
い
主
要
駅
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
，
個
性
的
で
魅
力
あ
る
景
観
形
成
を
図
り
ま

す
。

 

・
鈴
鹿
市
駅
周
辺
で
は
，
伊
勢
街
道
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
全
体
の
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

 

・
平
田
町
駅
周
辺
で
は
，
広
域
型
商
業
拠
点
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
，
主
に

(都
)鈴
鹿
中
央
線
沿
い
に
お
い
て
，
歩
い
て
楽
し
い
沿
道
景
観
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）「

評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，

や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，

景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

イ  形 態 ・ 外 観  

ｂ
）

 歴
史
的
ま
ち
な
み
や
街
路
景
観

の
整
っ
た
地
域
な
ど
地
域
景
観

の
特
徴
に
配
慮
し
た
形
態
，
外

観
と
す
る
こ
と
。

 

●
市
街
地
の
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
空
間
演
出

 

○
市
街
地
で
は
，
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
や
歩
行
者
の

休
憩
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
，
ゆ
と
り
と
賑
わ
い
の
あ

る
空
間
演
出
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
は
，
建
築
物
の
相
互
の
協
調
に
よ
り
，
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
な
み
景
観

を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
3
 

□
低
層
部
は
，
商
業
施
設
で
構
成
す
る
と
と
も
に
，
明
る
く

開
放
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
，
に
ぎ
わ
い
が
感
じ
ら

れ
る
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
3
 

○
低
層
部
に
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
け
て
，
賑
わ
い
を
演

出
す
る
。

 

□
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
設
置
や
照
明
に
よ
る
演
出
な
ど

に
よ
り
，
賑
わ
い
の
あ
る
魅
力
的
な
街
路
景
観
を
形
成
す

る
。

 

 
 

 

P
. 

2
3
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
拠
点

 
④
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

旧
街
道
沿
い
に
残
る
ま
ち
な
み
や
各
地
域
に
分
布
す
る
史
跡
な
ど
は
，
そ
の
地
域
特
有
の
個
性
を
代
表
す
る
景
観
資
源
と
し
て
保
全
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
尊
重
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
と
な
る
文
化
財
や
歴
史
的
な
建
築
物
な
ど
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
古
く
か
ら
の
ま
ち
な
み
や
文
化
財
な
ど
の
周
辺
の
建
築
物
等
は
，
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”
，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”
，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ｄ
）

 文
化
財
や
歴
史
的
ま
ち
な
み
，

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
な
ど
の
景
観

資
源
に
近
接
す
る
場
合
に
は
，

そ
の
景
観
保
全
に
配
慮
し
た
配

置
，
規
模
と
す
る
こ
と
。

 

●
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
景
観
を
阻
害
し
な
い
配
慮

 

○
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
文
化
財
な
ど
の
景
観
資
源
に

近
接
す
る
場
合
は
，
高
さ
を
抑
え
る
，
で
き
る
限
り
離
し

て
配
置
す
る
な
ど
，
地
域
を
特
徴
づ
け
る
景
観
を
阻
害
し

な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
・
工
作
物
は
，
高
さ
を
抑
え
る
と
と
も
に
，
歴
史

的
・
文
化
的
景
観
資
源
か
ら
一
定
距
離
を
離
し
，
見
え
方

に
配
慮
し
た
形
態
に
す
る
な
ど
，
歴
史
的
・
文
化
的
景
観

資
源
が
映
え
る
よ
う
な
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
8
 

●
ま
ち
な
み
の
連
続
性
の
維
持

 

○
周
辺
に
歴
史
的
ま
ち
な
み
な
ど
が
残
っ
て
い
る
場
合
に

は
，
壁
面
の
位
置
を
揃
え
た
り
塀
を
設
置
し
た
り
し
て
，

連
続
性
を
確
保
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
や
塀
を
ま
ち
な
み
に
揃
え
る
な
ど
，
歴

史
的
な
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
9
 

イ  形 態 ・ 外 観  

ｂ
）

 歴
史
的
ま
ち
な
み
や
街
路
景
観

の
整
っ
た
地
域
な
ど
地
域
景
観

の
特
徴
に
配
慮
し
た
形
態
，
外

観
と
す
る
こ
と
。

 

  

●
歴
史
的
ま
ち
な
み
が
持
つ
形
態
特
性
の
活
用

 

○
歴
史
的
ま
ち
な
み
が
周
辺
に
あ
る
場
合
は
，
地
域
特
有
の

軒
や
庇
ひ
さ
し

，
格
子
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
要
素
を
活
か
す
。

 

□
建
築
物
に
軒
，
庇
，
格
子
，
瓦
な
ど
の
周
辺
と
調
和
し
た

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
歴
史
的
ま
ち
な
み
の
連
続
性

を
確
保
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

2
2
 

ウ  色 彩  

ｂ
）

 周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
色
彩
と
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

○
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
で
き
る
限
り
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推

奨
色
を
使
用
す
る
。

 

■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
２
～
７
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
１
程
度
以
下

 

  

□
建
築
物
等
の
外
観
に
用
い
る
色
彩
は
，
周
辺
景
観
の
特
性

に
応
じ
て
，
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
推
奨
色
を
使
用

す
る
。

 

 ■
推
奨
色

 

使
用
す
る
色
相

 
明
度
の
推
奨
範

囲
 

彩
度
の
推
奨
範

囲
 

Ｒ
の
場
合

 
２
～
７
程
度

 
２
程
度
以
下

 

Ｙ
Ｒ
～
２
．
５

Ｙ
の
場
合

 

３
程
度
以
下

 

そ
の
他
の
場
合

 
１
程
度
以
下

 

  

 
 

 

P
. 

3
0
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

 
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
歴
史
的
ま
ち
な
み

 

○
歴
史
的
ま
ち
な
み
の
連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
，
古
く
か

ら
民
家
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
色
彩
範
囲
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

□
歴
史
的
ま
ち
な
み
の
連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
，
古
く
か

ら
民
家
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
色
彩
を
使
用
す
る
な
ど
，
周

辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 

 
 

 

P
. 

3
0
 

●
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
色
彩
の
使
用

 

□
歴
史
的
ま
ち
な
み

 

○
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
規
模
建
築
物
を
計
画
す
る
場
合

に
は
，
空
が
背
景
と
な
る
高
層
部
に
明
度
の
低
い
色
彩
を

用
い
る
と
，
ま
ち
な
み
か
ら
突
出
し
て
見
え
る
た
め
，
低

層
部
に
は
低
い
明
度
を
，
高
層
部
は
や
や
明
る
め
の
明
度

を
用
い
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

 

□
大
規
模
な
建
築
物
は
，
低
層
部
は
低
い
明
度
を
，
高
層
部

は
や
や
高
め
の
明
度
を
用
い
る
な
ど
，
周
囲
と
の
調
和
に

配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
0
 

エ  素 材  

ａ
）

 周
辺
景
観
と
調
和
し
た
素
材
の

使
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
，

で
き
る
限
り
耐
久
性
に
優
れ
，

時
間
と
と
も
に
景
観
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
使
用
す
る
こ

と
。

 

●
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
や
集
落
な
ど
で
は
，
伝
統
的
に
使
用

さ
れ
て
き
た
素
材
を
使
用
す
る
。

 

□
建
築
物
の
低
層
部
に
は
，
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
素

材
を
使
用
す
る
な
ど
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

3
2
 

オ  緑 化  

ａ
）

 敷
地
内
は
で
き
る
限
り
多
く
の

緑
化
を
行
う
と
と
も
に
，
緑
化

に
際
し
て
は
地
域
の
景
観
や
気

候
，
風
土
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
調
和
し
た
緑
化

 

○
歴
史
的
ま
ち
な
み
や
地
域
の
緑
地
環
境
な
ど
，
地
域
の
持

つ
個
性
的
な
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
て
緑
化
す
る
。

 

□
歴
史
的
ま
ち
な
み
に
調
和
し
た
緑
化
を
行
う
。

 
 

 
 

P
. 

3
5
 

カ  そ の 他  

ａ
）

 屋
外
駐
車
場
は
，
沿
道
景
観
を

阻
害
し
な
い
よ
う
，
で
き
る
限

り
出
入
口
を
限
定
す
る
と
と
も

に
，
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
，
道
路
か
ら
直
接
見
通
せ
な

い
よ
う
，
生
垣
な
ど
の
設
置
に

努
め
る
こ
と
。

 

●
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
へ
の
配
慮

 

○
周
辺
の
ま
ち
な
み
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
る
地
域
に
お

い
て
，
道
路
に
接
す
る
部
分
に
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
に
合

わ
せ
た
門
や
塀
を
設
け
る
な
ど
，
ま
ち
な
み
を
整
え
る
。
 □
駐
車
場
の
道
路
に
接
す
る
部
分
に
ま
ち
な
み
に
合
わ
せ

た
門
，
塀
や
生
垣
を
設
け
る
な
ど
，
周
辺
の
ま
ち
な
み
と

調
和
し
た
沿
道
景
観
を
形
成
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
2
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
建
築
物
・
工
作
物
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
拠
点

 
⑤
眺
望
景
観
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

市
域
を
一
望
で
き
る
展
望
台
な
ど
，
良
好
な
景
観
を
眺
望
で
き
る
視
点
場
の
保
全
と
と
も
に
，
そ
こ
か
ら
望
め
る
眺
望
に
配
慮
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
視
点
場
の
保
全
と
と
も
に
，
眺
望
を
遮
る
樹
木
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

 

・
視
点
場
か
ら
眺
め
ら
れ
る
建
築
物
な
ど
は
，
伊
勢
湾
な
ど
の
良
好
な
眺
望
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

 注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，

や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，

景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
 

景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

ア  配 置 ・ 規 模  

ｃ
）

 主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望

を
妨
げ
な
い
配
置
，
規
模
と
す

る
こ
と
。

 

   

●
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
の
確
保

 

○
主
要
な
視
点
場
か
ら
見
え
る
眺
望
を
遮
ら
な
い
よ
う
に
，

建
築
物
及
び
工
作
物
の
規
模
，
高
さ
に
配
慮
す
る
。

 

□
建
築
物
・
工
作
物
は
，
主
要
な
視
点
場
か
ら
見
え
る
眺
望

を
遮
ら
な
い
よ
う
な
規
模
・
高
さ
に
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

1
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
土
地
の
形
質
の
変
更
等
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
①
鈴
鹿
山
脈
及
び
山
麓

 
②
丘
陵
地

 
③
平
野
部
水
田
地

 
④
里
山
水
田
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

①
 
鈴
鹿
山
脈
及
び
山
麓

 

市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
望
め
る
鈴
鹿
山
脈
の
景
観
は
本
市
の
重
要
な
財
産
で
あ
り
，
山
麓
の
茶
畑
な
ど
の
景
観
を
含
め
，
自
然
的
景
観
の
保
全
を
進
め
ま
す
。

 

・
国
定
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
る
鈴
鹿
山
脈
の
自
然
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
椿
大
神
社
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
山
麓
部
に
立
地
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
山
裾
の
景
観
保
全
活
動
な
ど
を
通
じ
て
，
一
帯
の
自
然
的
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

 

 ②
 
丘
陵
地

 

茶
畑
・
サ
ツ
キ
畑
の
個
性
的
な
景
観
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
，
そ
の
自
然
的
景
観
に
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
特
産
物
の
茶
・
植
木
の
振
興
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
の
促
進
に
よ
り
，
農
地
な
ど
が
も
た
ら
す
自
然
的
景
観
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

 

・
茶
畑
・
サ
ツ
キ
畑
な
ど
に
隣
接
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
電
柱
・
鉄
塔
等
の
設
置
が
広
が
り
の
あ
る
畑
地
の
景
観
を
で
き
る
限
り
阻
害
し
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
河
川
・
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
幹
線
道
路
沿
い
へ
の
花
植
え
な
ど
の
景
観
形
成
活
動
を
通
じ
て
，
一
帯
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

 

 ③
 
平
野
部
水
田
地

 

広
が
り
の
あ
る
田
園
景
観
の
保
全
と
と
も
に
，
そ
の
自
然
的
景
観
に
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
稲
作
な
ど
の
農
業
振
興
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
の
促
進
を
図
り
，
そ
れ
ら
の
も
た
ら
す
田
園
景
観
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
田
園
地
帯
に
隣
接
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
電
柱
・
鉄
塔
等
の
設
置
が
広
が
り
の
あ
る
田
園
景
観
を
で
き
る
限
り
阻
害
し
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
河
川
・
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
，
休
耕
田
を
活
用
し
た
花
畑
づ
く
り
な
ど
の
景
観
形
成
活
動
を
通
し
て
，
一
帯
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

 

 ④
 
里
山
水
田
地

 

水
田
な
ど
の
農
地
と
集
落
，
背
後
の
里
山
林
が
一
体
と
な
っ
た
田
園
景
観
の
保
全
と
と
も
に
，
そ
の
自
然
的
景
観
に
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
稲
作
な
ど
の
農
業
振
興
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
の
促
進
と
と
も
に
，
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
の
も
と
，
里
山
林
の
適
正
な
維
持
管
理
や
自
然
と
ふ
れ
あ
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
な
ど
と
し
て
の
活
用
を
図
り
，
農
地
や

里
山
の
自
然
的
景
観
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
水
田
や
里
山
に
隣
接
す
る
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

・
河
川
・
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。
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＜
景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
＞

 

注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更

 

 

ａ
）

 地
形
や
在
来
の
樹
木
な
ど
，
地
域

本
来
の
自
然
的
景
観
を
尊
重
し
，

活
か
す
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
地
形
の
尊
重

 

○
段
造
成
に
よ
り
地
形
の
改
変
を
抑
え
た
造
成
計
画
を

行
い
，
で
き
る
限
り
造
成
量
を
減
ら
す
。

 

□
造
成
に
際
し
て
は
，
現
在
の
地
形
を
活
か
し
で

き
る
限
り
造
成
量
を
減
ら
す
。

 

 
 

 

P
. 

4
6
 

●
良
好
な
樹
木
，
水
辺
な
ど
の
保
全

 

○
行
為
地
内
に
良
好
な
樹
木
，
水
辺
な
ど
が
あ
る
場
合
に

は
，
公
園
緑
地
に
取
り
込
む
な
ど
，
で
き
る
限
り
既
存

の
資
源
の
保
全
に
努
め
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
，
公
園
緑
地
な
ど
に
移
植
し
て
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
。

 

□
行
為
地
内
に
あ
る
良
好
な
樹
木
，
水
辺
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維

持
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
6
 

●
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
緑
化

 

○
法の
り

面
な
ど
の
緑
化
に
あ
た
っ
て
は
，
自
然
的
景
観
の
復

元
に
配
慮
し
，
で
き
る
限
り
周
辺
に
存
在
す
る
樹
種
を

使
用
す
る
と
と
も
に
，
多
様
な
樹
種
を
組
み
合
わ
せ
る

な
ど
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
緑
化
に
努
め
る
。

 

●
法
面
勾
配
の
緩
和

 

○
勾
配
の
急
な
法の
り

面
は
，
周
囲
に
圧
迫
感
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
，
植
栽
で
き
る
樹
種
が
限
ら
れ
る
た
め
，

で
き
る
限
り
緩
や
か
な
勾
配
と
す
る
。

 

□
法
面
は
勾
配
を
持
た
せ
た
り
，
ひ
な
壇
状
の
形

状
と
す
る
な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
た
上
で
，

樹
木
に
よ
る
緑
化
を
施
す
な
ど
，
周
辺
の
景
観

と
調
和
し
た
修
景
を
行
う
。
た
だ
し
，
当
該
法

面
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
容
易
に

望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
7
 

ｂ
）

 擁
壁
は
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
よ
う
配
慮
し
た
構
造
と
す
る
こ

と
。

 

●
擁
壁
の
修
景

 

○
景
観
へ
の
影
響
を
和
ら
げ
る
た
め
，
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
景
観
に
配
慮
し
た
擁
壁
を
使
用
す
る
。

 

○
擁
壁
の
前
面
に
植
栽
帯
を
確
保
し
て
緑
化
す
る
。

 

□
擁
壁
は
勾
配
を
持
た
せ
た
り
，
ひ
な
壇
状
の
形

状
と
す
る
な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
た
上
で
，

緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，

前
面
に
植
栽
帯
を
確
保
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景

観
と
な
じ
ま
せ
る
よ
う
な
修
景
を
行
う
。
た
だ

し
，
当
該
擁
壁
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所

か
ら
容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で

あ
る
場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
8
 

●
長
大
な
擁
壁
の
分
割

 

○
や
む
を
得
ず
長
大
な
擁
壁
が
発
生
す
る
場
合
に
は
，
擁

壁
の
分
割
に
よ
り
圧
迫
感
を
和
ら
げ
る
。

 

 

□
長
大
な
擁
壁
は
避
け
，
擁
壁
を
分
割
す
る
な
ど
，

周
辺
へ
の
圧
迫
感
を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を

軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
9
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

土
石
の
採
取
又
は
鉱
物
の
掘
採

 

 

ａ
）

 採
取
ま
た
は
掘
採
す
る
場
所
が
目

立
ち
に
く
い
よ
う
，
位
置
や
方
法

を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
採
取
，
掘
採
を
行
う
場
所
の
工
夫

 

○
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
で

の
採
取
や
掘
採
を
避
け
る
。

 

○
地
肌
を
大
規
模
に
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
，
採
取
や
掘
採

す
る
場
所
を
分
割
す
る
。

 

□
採
取
ま
た
は
掘
採
す
る
場
所
が
道
路
な
ど
の
公

共
の
場
所
か
ら
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
を
避
け
た

り
，
地
肌
を
大
規
模
に
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
に

場
所
を
分
割
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
0
 

●
周
辺
緑
化
に
よ
る
遮
へ
い

 

○
採
取
や
掘
採
す
る
場
所
が
目
立
ち
に
く
い
よ
う
，
周
辺

を
植
栽
に
よ
り
遮
へ
い
す
る
。

 

□
採
取
ま
た
は
掘
採
す
る
場
所
が
目
立
ち
に
く
い

よ
う
周
辺
を
植
栽
に
よ
り
遮
蔽
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
0
 

ｂ
）

 採
取
ま
た
は
掘
採
後
は
，
緑
化
等

に
よ
り
，
で
き
る
限
り
速
や
か
に

景
観
の
復
元
を
図
る
こ
と
。

 

●
速
や
か
な
緑
化

 

○
で
き
る
限
り
早
期
に
景
観
を
復
元
さ
せ
る
た
め
，
採
取

又
は
掘
採
が
終
了
し
た
部
分
か
ら
順
次
緑
化
す
る
。

 

 
 

 
 

P
. 

5
1
 

●
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
緑
化

 

○
緑
化
に
よ
る
復
元
を
行
う
場
合
は
，
で
き
る
限
り
周
辺

に
存
在
す
る
樹
種
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，
多
様
な
樹

種
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た

緑
化
に
努
め
る
。

 

□
採
取
ま
た
は
掘
採
後
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
し

た
緑
化
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
1
 

 

屋
外
に
お
け
る
土
石
，
廃
棄
物
，
再
生
資
源
そ
の
他
の
物
件
の
堆
積

 

 

ａ
）

 道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら
目

立
た
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
，
整
然
と
し
た
堆
積
に
努
め
る

こ
と
。

 

●
堆
積
す
る
位
置
，
規
模
の
工
夫

 

○
敷
地
の
奥
や
，
建
築
物
な
ど
で
外
部
か
ら
見
え
に
く
い

場
所
に
堆
積
さ
せ
る
。

 

○
周
辺
に
対
し
て
圧
迫
感
や
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
，

高
さ
は
で
き
る
限
り
低
く
抑
え
る
。

 

□
堆
積
物
は
外
部
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
に
堆
積

さ
せ
た
り
，
高
さ
を
低
く
抑
え
る
な
ど
，
周
辺

の
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
2
 

●
植
栽
や
塀
な
ど
に
よ
る
遮
へ
い

 

○
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
え
な
い
よ
う
，
敷
地
外
周
部
に

植
栽
や
塀
な
ど
を
設
置
す
る
。

 

○
出
入
口
は
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
。

 

□
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
え
な
い
よ
う
，
敷
地
外

周
部
に
植
栽
や
塀
な
ど
を
設
置
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
2
 

●
整
然
と
し
た
堆
積

 

○
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
ら
れ
る
場
合
に
は
，
高
さ
や
向

き
を
揃
え
る
な
ど
，
で
き
る
限
り
整
然
と
集
積
・
貯
蔵

す
る
。

 

□
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
ら
れ
る
場
合
は
，
高
さ

や
向
き
を
揃
え
る
な
ど
，
で
き
る
限
り
整
然
と

集
積
・
貯
蔵
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
3
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
土
地
の
形
質
の
変
更
等
【
市
の
特
性
に
よ
る
面
的
区
分

 
⑤
住
宅
地

 
⑥
商
業
地

 
⑦
工
業
地
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

⑤
住
宅
地

 
⑥
商
業
地

 
⑦
工
業
地

 

緑
化
推
進
な
ど
に
よ
る
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
市
街
地
景
観
の
形
成
と
と
も
に
，
地
域
の
良
好
な
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
市
街
地
の
景
観
に
う
る
お
い
を
与
え
る
公
園
や
緑
地
の
整
備
，
道
路
の
修
景
な
ど
に
よ
り
，
地
域
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

 

・
駅
周
辺
や
近
隣
商
業
地
な
ど
，
地
域
の
中
心
的
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
，
事
業
者
と
周
辺
住
民
等
の
協
働
の
も
と
，
緑
化
の
促
進
や
街
路
灯
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
な
ど
に
よ
り
良
好
な
景
観
形
成
を
誘
導
し
ま
す
。

 

・
建
築
物
な
ど
は
，
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
，
緑
化
の
促
進
な
ど
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

 

・
建
築
物
の
外
観
等
が
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

 

 ＜
景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
＞

 

注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更

 

 

ａ
）

 地
形
や
在
来
の
樹
木
な
ど
，
地
域

本
来
の
自
然
的
景
観
を
尊
重
し
，

活
か
す
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
地
形
の
尊
重

 

○
段
造
成
に
よ
り
地
形
の
改
変
を
抑
え
た
造
成
計
画
を

行
い
，
で
き
る
限
り
造
成
量
を
減
ら
す
。

 

□
造
成
に
際
し
て
は
，
現
在
の
地
形
を
活
か
し
で

き
る
限
り
造
成
量
を
減
ら
す
。

 

 
 

 

P
. 

4
6
 

●
良
好
な
樹
木
，
水
辺
な
ど
の
保
全

 

○
行
為
地
内
に
良
好
な
樹
木
，
水
辺
な
ど
が
あ
る
場
合
に

は
，
公
園
緑
地
に
取
り
込
む
な
ど
，
で
き
る
限
り
既
存

の
資
源
の
保
全
に
努
め
る
。

 

○
樹
木
を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
，
公
園
緑
地
な
ど
に
移
植
し
て
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
。

 

□
行
為
地
内
に
あ
る
良
好
な
樹
木
，
水
辺
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
，
良
好
な
景
観
を
維

持
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
6
 

●
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
緑
化

 

○
法の
り

面
な
ど
の
緑
化
に
あ
た
っ
て
は
，
自
然
的
景
観
の
復

元
に
配
慮
し
，
で
き
る
限
り
周
辺
に
存
在
す
る
樹
種
を

使
用
す
る
と
と
も
に
，
多
様
な
樹
種
を
組
み
合
わ
せ
る

な
ど
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
緑
化
に
努
め
る
。

 

●
法
面
勾
配
の
緩
和

 

○
勾
配
の
急
な
法の
り

面
は
，
周
囲
に
圧
迫
感
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
，
植
栽
で
き
る
樹
種
が
限
ら
れ
る
た
め
，

で
き
る
限
り
緩
や
か
な
勾
配
と
す
る
。

 

□
法
面
は
勾
配
を
持
た
せ
た
り
，
ひ
な
壇
状
の
形

状
と
す
る
な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
た
上
で
，

樹
木
に
よ
る
緑
化
を
施
す
な
ど
，
周
辺
の
景
観

と
調
和
し
た
修
景
を
行
う
。
た
だ
し
，
当
該
法

面
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
容
易
に

望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
7
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景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 
ｂ
）

 擁
壁
は
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
よ
う
配
慮
し
た
構
造
と
す
る

こ
と
。

 

●
擁
壁
の
修
景

 

○
景
観
へ
の
影
響
を
和
ら
げ
る
た
め
，
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

景
観
に
配
慮
し
た
擁
壁
を
使
用
す
る
。

 

○
擁
壁
の
前
面
に
植
栽
帯
を
確
保
し
て
緑
化
す
る
。

 

□
擁
壁
の
壁
面
緑
化
を
進
め
る
と
と
も
に
，
前
面

に
植
栽
帯
を
確
保
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
と

な
じ
ま
せ
る
よ
う
な
修
景
を
行
う
。
た
だ
し
，

当
該
擁
壁
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら

容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る

場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
8
 

●
長
大
な
擁
壁
の
分
割

 

○
や
む
を
得
ず
長
大
な
擁
壁
が
発
生
す
る
場
合
に
は
，
擁
壁

の
分
割
に
よ
り
圧
迫
感
を
和
ら
げ
る
。

 

□
長
大
な
擁
壁
は
避
け
，
擁
壁
を
分
割
す
る
な
ど
，

周
辺
へ
の
圧
迫
感
を
抑
え
，
景
観
へ
の
影
響
を

軽
減
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

4
9
 

 

土
石
の
採
取
又
は
鉱
物
の
掘
採

 

 

ａ
）

 採
取
ま
た
は
掘
採
す
る
場
所
が

目
立
ち
に
く
い
よ
う
，
位
置
や
方

法
を
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
採
取
，
掘
採
を
行
う
場
所
の
工
夫

 

○
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
で
の

採
取
や
掘
採
を
避
け
る
。

 

○
地
肌
を
大
規
模
に
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
，
採
取
や
掘
採
す

る
場
所
を
分
割
す
る
。

 

□
採
取
ま
た
は
掘
採
す
る
場
所
が
道
路
な
ど
の
公

共
の
場
所
か
ら
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
を
避
け
た

り
，
地
肌
を
大
規
模
に
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
に

場
所
を
分
割
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
0
 

●
周
辺
緑
化
に
よ
る
遮
へ
い

 

○
採
取
や
掘
採
す
る
場
所
が
目
立
ち
に
く
い
よ
う
，
周
辺
を

植
栽
に
よ
り
遮
へ
い
す
る
。

 

□
採
取
ま
た
は
掘
採
す
る
場
所
が
目
立
ち
に
く
い

よ
う
周
辺
を
植
栽
に
よ
り
遮
蔽
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
0
 

ｂ
）

 採
取
ま
た
は
掘
採
後
は
，
緑
化
等

に
よ
り
，
で
き
る
限
り
速
や
か
に

景
観
の
復
元
を
図
る
こ
と
。

 

●
速
や
か
な
緑
化

 

○
で
き
る
限
り
早
期
に
景
観
を
復
元
さ
せ
る
た
め
，
採
取
又

は
掘
採
が
終
了
し
た
部
分
か
ら
順
次
緑
化
す
る
。

 

 
 

 
 

P
. 

5
1
 

●
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
緑
化

 

○
緑
化
に
よ
る
復
元
を
行
う
場
合
は
，
で
き
る
限
り
周
辺
に

存
在
す
る
樹
種
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，
多
様
な
樹
種
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
緑
化
に

努
め
る
。

 

□
採
取
ま
た
は
掘
採
後
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
し

た
緑
化
を
図
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
1
 

 

屋
外
に
お
け
る
土
石
，
廃
棄
物
，
再
生
資
源
そ
の
他
の
物
件
の
堆
積

 

 

ａ
）

 道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
か
ら

目
立
た
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と

と
も
に
，
整
然
と
し
た
堆
積
に
努

め
る
こ
と
。

 

●
堆
積
す
る
位
置
，
規
模
の
工
夫

 

○
敷
地
の
奥
や
，
建
築
物
な
ど
で
外
部
か
ら
見
え
に
く
い
場

所
に
堆
積
さ
せ
る
。

 

○
周
辺
に
対
し
て
圧
迫
感
や
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
，
高

さ
は
で
き
る
限
り
低
く
抑
え
る
。

 

□
堆
積
物
は
外
部
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
に
堆
積

さ
せ
た
り
，
高
さ
を
低
く
抑
え
る
な
ど
，
周
辺

の
景
観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
2
 

●
植
栽
や
塀
な
ど
に
よ
る
遮
へ
い

 

○
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
え
な
い
よ
う
，
敷
地
外
周
部
に
植

栽
や
塀
な
ど
を
設
置
す
る
。

 

○
出
入
口
は
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
。

 

□
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
え
な
い
よ
う
，
敷
地
外

周
部
に
植
栽
や
塀
な
ど
を
設
置
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
2
 

●
整
然
と
し
た
堆
積

 

○
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
ら
れ
る
場
合
に
は
，
高
さ
や
向
き

を
揃
え
る
な
ど
，
で
き
る
限
り
整
然
と
集
積
・
貯
蔵
す
る
。 

□
堆
積
物
が
外
部
か
ら
見
ら
れ
る
場
合
は
，
高
さ

や
向
き
を
揃
え
る
な
ど
，
で
き
る
限
り
整
然
と

集
積
・
貯
蔵
す
る
。

 

 
 

 

P
. 

5
3
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
土
地
の
形
質
の
変
更
等
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
軸

 
①
河
川

 
②
海
岸
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

①
河
川
 

河
川
が
も
た
ら
す
水
辺
景
観
は
，
市
民
の
生
活
に
う
る
お
い
を
与
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
，
そ
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
と
も
に
，
市
民
に
親
し
ま
れ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
護
岸
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お
い
て
は
，
河
川
の
自
然
的
景
観
と
の
調
和
に
努
め
ま
す
。

 

・
周
辺
の
建
築
物
な
ど
は
，
河
川
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

・
周
辺
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
，
生
態
系
の
保
全
や
水
質
の
改
善
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
，
河
川
の
自
然
的
景
観
の
保
全
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

 

 ②
海
岸
 

伊
勢
湾
に
面
す
る
本
市
の
海
岸
は
，
伊
勢
の
海
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
，
特
徴
あ
る
海
岸
景
観
を
多
数
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
市
民
に
広
く
親
し
ま
れ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
海
に
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
，
周
辺
の
公
園
と
海
岸
と
の
一
体
性
を
高
め
る
な
ど
，
特
徴
あ
る
海
岸
景
観
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

 

・
護
岸
な
ど
の
整
備
に
お
い
て
は
，
周
辺
の
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
国
・
県
へ
働
き
か
け
ま
す
。

 

・
周
辺
の
建
築
物
な
ど
は
，
海
岸
の
自
然
的
景
観
や
既
存
集
落
の
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

 ＜
景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
＞

 

注
）「

評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”，

や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”，

景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更

 

 
ｂ
）

 擁
壁
は
，
で
き
る
限
り
目
立
た
な

い
よ
う
配
慮
し
た
構
造
と
す
る
こ

と
。

 

●
擁
壁
の
修
景

 

○
景
観
へ
の
影
響
を
和
ら
げ
る
た
め
，
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
景
観
に
配
慮
し
た
擁
壁
を
使
用
す
る
。

 

○
擁
壁
の
前
面
に
植
栽
帯
を
確
保
し
て
緑
化
す
る
。

 

□
擁
壁
は
勾
配
を
持
た
せ
た
り
，
ひ
な
壇
状
の
形

状
と
す
る
な
ど
，
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ
た
上
で
，

緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，

前
面
に
植
栽
帯
を
確
保
す
る
な
ど
，
周
辺
の
景

観
と
な
じ
ま
せ
る
よ
う
な
修
景
を
行
う
。
た
だ

し
，
当
該
擁
壁
が
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所

か
ら
容
易
に
望
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で

あ
る
場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
8
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景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
景
観
類
型
シ
ー
ト
）

 
土
地
の
形
質
の
変
更
等
【
市
の
個
性
を
彩
る
景
観
拠
点

 
④
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
】

 

 ＜
景
観
形
成
方
針
＞

 

④
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源

 

旧
街
道
沿
い
に
残
る
ま
ち
な
み
や
各
地
域
に
分
布
す
る
史
跡
な
ど
は
，
そ
の
地
域
特
有
の
個
性
を
代
表
す
る
景
観
資
源
と
し
て
保
全
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
尊
重
し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

・
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
と
な
る
文
化
財
や
歴
史
的
な
建
築
物
な
ど
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

・
古
く
か
ら
の
ま
ち
な
み
や
文
化
財
な
ど
の
周
辺
の
建
築
物
等
は
，
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

 

 ＜
景
観
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
＞

 

注
）
 
 
 
 
：
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
の
前
に
条
例
で
規
定
す
る
事
前
相
談
を
計
画
段
階
で
提
出
す
る
と
き
，
必
ず
協
議
す
べ
き
事
項

 

「
評
価
」
欄
は
，
自
己
評
価
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
場
合
“
〇
”
，
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
景
観
形
成
基
準
に
配
慮
し
た
場
合
“
△
”
，
景
観
形
成
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
“
―
”
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
景
観
設
計
の
手
引
き

 
鈴
鹿
市
景
観
計
画

 
評
価

 
配
慮
又
は
工
夫
の
内
容

 
適
否

 
解
説

 

ペ
ー
ジ

 
景
観
上
の
配
慮
事
項

 
具
体
的
な
配
慮
の
内
容

 
景
観
形
成
基
準

 

 

土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更

 

 
ａ
）

 地
形
や
在
来
の
樹
木
な
ど
，
地
域

本
来
の
自
然
的
景
観
を
尊
重
し
，

活
か
す
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

 

●
地
形
の
尊
重

 

○
段
造
成
に
よ
り
地
形
の
改
変
を
抑
え
た
造
成
計
画
を

行
い
，
で
き
る
限
り
造
成
量
を
減
ら
す
。

 

□
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
資
源
（
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
文
化
財
な
ど
）
の
周
辺
で
は
極
力
地

形
を
改
変
し
な
い
。

 

 
 

 

P
. 

4
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